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▽令和２年６月８日 

  日程第１ 一般質問 
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坂 井 正 隆 
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２．町道西浦線について 

３．駅南２号線について 

三 苫 紀美子 

１．下水道処理施設について 

２．スポーツの町づくりについて 

３．環境保全対策として 

４．災害避難とコロナ問題について 

池 田 和 幸 
１．新型コロナ対策、今後の支援について 

２．岩屋住宅跡地利用の構想は 

渕 上 正 昭 

１．新型コロナウイルスに関する対策について 

２．農業用ため池の防災対策と町全体における排水計画について 
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１．マイクロバスの活用について 
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━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前９時 開議 

○西原好文議長 

 ただいまの出席議員は全員であります。よって、令和２年第３回江北町議会定例会会期４

日目は成立しましたので、直ちに本日の会議を開きます。 

 会期日程により、本日は一般質問となっております。 

      日程第１ 一般質問 
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○西原好文議長 

 日程第１．一般質問となっておりますので、配付しております質問表の順序に従い、発言

を許可いたします。 

 ５番坂井正隆君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○坂井正隆議員 

 皆さんおはようございます。１番バッターということで、一般質問を始める前に、このた

びは新型コロナウイルス対応に町長をはじめ、町の職員皆様の御労苦により、また町民皆様

の御理解と御協力により、我が江北町に一人の感染者も出すことなく経過をたどったことに

対して深く感謝を申し上げます。 

 新型コロナについては完全な終息が見込めないということから、共存していくことになり

ます。私たちも気を緩めず、一定のルールを遵守していかなければならないと思っています。 

 さて、一般質問に移りますが、３月議会で新型コロナ対策として一般質問が中止となりま

した。私は町民、地域の皆様の意見、考えを伝える意味で、３月に質問書を提出した件につ

いて町の考えを問います。 

 まず、菖蒲谷ため池への土砂の流入について質問いたします。 

 昨年の豪雨により、菖蒲谷ため池への土砂の流入があった。本ため池の上流には産業廃棄

物処理場があり、大雨とともに流れ出したものと思われる。去る２月３日、県の県民環境部

環境課の担当者、町環境課、それに地元、上小田土木とで現地視察を行いました。今の時代、

スクラップ・アンド・ビルドの時代、産業廃棄物処理場は必要な施設であると思います。私

たちは地元として、農業をする者として、今後、梅雨期に入り、大雨が降ると、産業廃棄物

処理されたクラッシャラン状のものが急峻な谷間に土砂となって下るおそれがあります。現

地を視察すると、昔のボタ山の形状に似ております。災害の予見、予知の観点から、再度、

あのため池に土砂流入がないよう、県、町、事業者とともに協議を行い、対策を講じていた

だきたいが、その辺の御答弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富環境課長。 

○環境課長（武富 元） 

 皆さんおはようございます。御質問の菖蒲谷ため池への土砂流入についてですが、２月３

日の議員が言われました現地視察を経まして、その後、２月５日に県担当者、町環境課、産
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廃業者の３者で再度現地立会を行いました。県のほうからは業者に対し、ため池は農業用水

として使用されていることから、地元に不安を与えないような改善策を講じることとの指導

が行われたところです。業者からは土砂が流入した水路の数か所に沈砂池を設け、定期的な

清掃を行うなどの対策を講じるとの回答を得ました。それで、４月24日に現地調査を実施、

５月26日も環境課と建設課の合同で沈砂池の設置と管理状況の確認を行いました。また、業

者においては年に１回の水質検査を行われていますが、昨年については10月に実施されてお

りますけれども、それについては異常はありませんでした。町としても今年、雨季前の５月

に現地の水質検査を実施して、農水省が示す農業用水基準について問題ないということを確

認しております。また、産業廃棄物業者と町の間で処理場の事業活動に伴う公害防止等を目

的とした環境汚染防止協定書を交わしておりますので、その協定書に基づき、今後も指導し

ていきたいというふうに考えております。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 何度となく協議をされたということですけれども、どちらかというと、水質等もあります

けど、土砂の流入を、極端な話をすれば、砂防ダムといいますか、そういうふうなものが上

の量的なものを見ると、どっと降れば、私も確認はしておりませんが、沈砂池というふうな

もので果たして止まるのかですね。環境課の課長も現地を再度見に行ったということですけ

ど、沈砂池で土砂そのものが止まる状況でされておるのか、その辺をお聞かせください。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富環境課長。 

○環境課長（武富 元） 

 御質問にお答えします。 

 沈砂池で土砂が止まるのかということでございますけれども、現地のほうを確認しに行き

ました。そしたら、一応道路のほうから入ったところ、10メートルぐらいですかね、そこに

水路の構造を利用した沈砂池が３か所設置されておりました。それが設置してあったことで

土砂の流入というのはちょっとかなり厳しいかなと思いますけれども、水質はそこで少しは

改善されて鹿ノ口ため池のほうに流れていくんじゃないかなと思います。土砂については、

ちょっとそこでは今の状態では厳しいかもしれませんけど、また今後、いろいろ協議してい
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きたいというふうに思っております。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 沈砂池で水質が良くなるというふうな答弁ですけど、沈砂池で水質が良くなるのかなと。

例えば、悪い水が来たときに。ただ、濁りとか、そういうのは取れるでしょうけど、水質そ

のものが沈砂池で良くなるというのはどうなのかなと思いますけど、その辺どうでしょうか。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。武富環境課長。 

○環境課長（武富 元） 

 御質問の沈砂池というのは砂を沈殿させてする施設でございますので、水質については、

濁った水が沈殿して下流のほうに流れていったら幾らか水質のほうも良くなるのではないか

とちょっと判断したものでございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 水というのは流れて沈殿曝気、沈殿曝気を繰り返しながら水質が改善できているものと思

いますけど、これから梅雨時期に入りますけど、その辺は地元としても見ていきますけれど

も、行政としてもやはりその辺は細かく注意を持って現地を見ていただきたいと思います。 

 この件に関してはこれくらいで終わりますけど、再度申し上げますけど、梅雨期に備えて

きめ細かく見守っていただきたいと思います。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。坂井君。 

○坂井正隆議員 

 それでは、次の質問に入ります。町道西浦線について。 

 町道門前～西浦線、日の出方面に入るところで90度に湾曲をしております。この道路は工

場団地への通勤道路、産業道路として交通量も非常に多い。この辺りの左岸側には側溝が敷

設されておりません。このため、雨が降るたびに道路肩ののり面が崩落し、道路下にある個

人所有のＵ字溝に流れ落ち、土砂を揚げるには道路との落差が２メートル以上あり、除去が
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できないと。このような状況の中、道路左岸ののり面及び道路肩の保護のため、現地を確認

していただき、のり面保護工等を地元とともにお願いしたいということで３月の議会で通告

をしておりました。ここについては、90メートルは災害にて私が質問したとおりに施工して

いただいたわけでございますが、災害でできなかった残りの部分、新堤の野越しのところま

ではどうなっているか、お伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 おはようございます。ただいまの西浦線についてということでございます。 

 ここにつきましては、町道西浦線と門前～畑川線の交差点から約90メートルの区間につき

ましては、昨年８月の豪雨災害ということで復旧工事でのり面対策を行っております。この

上流部の町道門前～畑川線なんですけれども、この区間につきましては大雨のときは常に上

流の農地から越水を行っておりましたので、町道の路肩の浸食対策として今は考えておりま

した。今回、町道の安全と維持管理を図るために早急に対応していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 町道門前線については施工を考えているということでございますので、これ以上の質問は

終わりますけど、次に駅南２号線についてお伺いいたします。 

 平成11年12月３日、江北バイパスが開通して21年を経過し、駅南側はジャスコを核として

まちづくりが行われてまいりました。また、目覚ましく発展を遂げてきたところでございま

す。 

 そういう中で、駅南２号線は交通量が大変増えてきております。207号線との交差する付

近の約100メートルは道幅も狭く、両方向から車が来て擦れ違うとき、また自転車も通り、

非常に危険な状況が多々見受けられます。駅南２号線から207号線に出る車と踏切を渡って

駅南２号線に入る車が出くわすと、踏切を通り切れない車もあるようでございます。こうい

う状況の駅南２号線、拡幅するか、改良するかの町の考えはいかに考えておられるか、お伺

いいたします。 
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○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

 町として今、駅南地区の利用ということで、現在の駅南２号線は交通量が多いということ

は認識しております。一昨年ですかね、駅南２号線の出口のところに新宿１号線があります

けれども、そこの歩道の部分がちょっと危険ということでありましたので、通行車両の注意

喚起を促すために歩行者の部分にカラー舗装を実際安全対策として行っております。 

 今回、渋滞解消ということでありますけれども、まずは時間帯による進入禁止等の規制が

考えられないかと考えております。その場合は住民の方の理解と同意が必要となっておりま

すので、これはやっぱり地域住民の皆さんの意見を聴きながら慎重な対応が必要と考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今の課長の答弁では、拡幅とか、そういうふうなのは考えていないということですけれど

も、現況の羽佐間水路については、水路そのものは鋼矢板で施工され、両岸に道路がついて

おります。あそこも一部、鋼矢板で拡幅をされておりますが、そういうふうな工法で買収を

伴わない拡幅はできないか、その辺の検討をお願いしたいところでございます。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に答弁を求めます。武富建設課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 再質問にお答えしたいと思います。 

 水路側に拡幅したらどうかということであります。今のところ、水路のほうに関してはコ

ンクリート擁壁のほうで立ち上がっておりまして、これが結構、高さ的に大分ありますもの

で、これにつきましてはちょっと水路側の拡幅については今のところ考えておりません。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 
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 坂井君。 

○坂井正隆議員 

 考えていないということでございますが、町長にお伺いいたしますが、ここの道路につい

ては何らかの、やはりまちづくりをしてきた中で交通量が増えてきたわけですから、それは

回って行けば向こうのほうにも回って行けます。しかしながら、あそこを通る、例えば、

ちゅうりっぷのうたがあり、それから駅があり、それから大型店舗もあるというようなとこ

ろで、なかなか現況として先の東分の交差点まで行く人も意外と少ない。やはり近道を皆さ

ん望んで通られるということでございますので、その辺はやはり鋼矢板でできないことはな

いと思うんです。あそこは地盤がやわいから多分事業団のほうも鋼矢板で施工されて、両岸

に道路をつけたというふうなことだと私は思うわけですけど、その辺の検討を、用地交渉も

非常に難しいようでございますので、その辺を含めて町長、御検討をいただけないか、お伺

いいたします。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 おはようございます。今回、坂井議員からは３点質問をいただいておりましたけれども、

いずれの３項目とも３月議会で通告をいただいておりまして、本来ならば３月議会で答弁を

する予定にしていたものであります。今回、ほかの議員の中にも、そうした３月議会で通告

をいただいていたもので、今回６月に改めてというものがあります。それから４月、５月、

６月と３か月ほどたっているわけでありますので、今回、答弁に当たっては、やはり３月に

お答えをしていたであろうことと６月にお答えをする中身では３か月の、ある意味、我々に

は猶予期間があったわけですよね。言ってみれば、直球ど真ん中ば投げるばいと言われて、

２球目も同じように投げると言ってもらっているのに１球目と同じように打っていちゃ意味

がないというふうに思います。ですから、その場しのぎの答弁ではいけないということで、

今回、一定の答弁をさせていただいているつもりであります。 

 ただ、そういう中で、例えば、１点目の菖蒲谷については、もともと我々の受け止め方が

少し違っていたのかもしらんなということを今改めて思いました。というのは、坂井議員の

御質問をよく拝見いたしておりますと、防災の観点から、やはり土砂の流出を懸念されてお

られる、菖蒲谷への流入を懸念されておられるということなんですけれども、もともとの施
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設が産業廃棄物処分場ということもあり、また担当課が環境課ということがあって、先ほど

来、答弁を申し上げましたように、沈砂池だとか、水質検査だとか、どちらかというと汚濁

防止というんですか、汚染防止のほうでしかお答えができていないなということをちょっと

改めて思いました。 

 恐らく坂井議員は、それもさることながら、菖蒲谷への流入の懸念をされておられるとい

うことですから、恐らくそういう防災というんですか、そうした観点でのお答えというか、

対応が必要なんだなということを今のやり取りを聞いてみて改めて思いましたものですから、

なかなかそういう想像力が我々には少し足らないなということも反省をいたします。たまた

ま環境課が受けたから環境課の中だけで考えるというよりは、防災ということになれば、ま

た担当課も少し違ってくるものですから、そこは早急に具体的な防災の観点からの対応とい

うことについて検討させていただきたいというふうに思います。雨季も間際で本当に申し訳

ないんですけれども、そこは御容赦をいただいて、少なくとも町民の皆様、また農業に被害

が及ばないような応急措置はまず取らせていただきたいというふうに思います。 

 それと、２点目の門前～西浦線なんですけど、今回３点御質問いただいているところは３

月の段階でそれぞれ私も現地のほうを拝見いたしております。ここについても、もう既に災

害で対応させていただいている区間だけで終わりだというふうに思っておりましたら、よく

よくこれも御質問を拝見いたしますと、その先の部分まで御質問いただいているということ

なんですよね。ですから、こういうこともきちんとやはり議員にもう一度お尋ねをするとか、

現地の確認をさせていただくとか、これもまさに雨季前にこうやって御質問をいただいて、

やり取りをさせていただいて初めて、先ほどは早急にという言い方をしましたけど、雨季が

近いもんだから、本当に３月の時点でここまで含めたところで御質問をいただいているとい

うことが把握できていれば、多分この３か月間で工事できていたんですよね。恐らくそうい

う想像力とは言いませんけれども、そういうところが我々には少し欠けていたんじゃないか

なというふうに反省をいたすところであります。 

 駅南２号線の入り口のところですけど、これは恒常的に線路のほうに出ていく車と、逆に

駅方面に行く車があるたびにあそこで立ち往生するという光景は以前から見られていた光景

でありますし、役場としてもこれまでいろんな対策は検討してきておったようであります。

ただ、先ほどから少し出ておりますけれども、なかなか民地側の用地の交渉が難航を予想さ

れるということもあり、これまで手つかずであったところであります。先ほどのように、横
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断歩道の安全対策ということは取っておりますけれども、なかなか抜本的な解決にはなって

いないということなんですよね。やはりここもしっかり手を打たんばいかんなということの

中で、担当課のほうで先ほどから御指摘いただいている水路側を広げるというようなことの

案までは出てきておりませんけれども、ここは先ほどおっしゃったように、やっぱりどうし

ても近道を通りたがるという心理もありますし、がん言っちゃなんばってんが、役場職員で

すら、例えば、ネイブルに行ったりするときにあそこを通るというぐらい、今は別に通っ

ちゃいけないわけじゃないんですけど、そういう状況なものですから、先ほど申し上げたよ

うに、ここはやはり一定の通行規制をしたほうがいいんじゃないかというふうに思っており

ます。 

 ただ、一方通行ということになると、あの区間、駅からの区間の誰も西のほうには出てい

けないということになるものですから、そうではなくて、進入禁止にすることで線路のほう

から駅のほうに入っていく車を止めるということでいけば、恐らく途中が一方通行というこ

とではないものですから、その区間の方は少なくとも、もちろんそのときには出会い頭とい

うことはあるのかもしれませんけれども、大分あの周辺に直接関係のない方、もしくは逆に

あそこに近隣でお住まいの方には必要最小限の規制ということになるのではないかなという

ふうに思います。 

 既に警察のほうには協議をしておりまして、もちろん周辺住民の方にも影響することです

から、地域住民の皆さんの御理解が必要だということでありますので、ここは我々としては

ソフト的な対策というんですかね、進入禁止の対応をさせていただきたいというふうに思い

まして、議会が終わりましたら地元のほうにもその旨、まず御相談をさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

 どうしても工事ということになれば、やっぱり一定の経費がかかります。もし同じ効果で

あれば、そうしたソフト的な対応ということもできるものですから、建設課ですから何か工

事せんばいかんということばかりではなくて、建設課というのはやはりそういう基盤整備だ

けではなくて、道路等を含めた安全・安心ということで所管をしておるものですから、まず

はそういうソフトの対応をさせていただきたいということで御理解いただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 坂井君。 
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○坂井正隆議員 

 ３問の質問の総括的な答弁をいただきました。 

 もう一つ、ちょっと通告はしていないんですけど、簡単な質問をさせていただきますが、

例会等で町長が避難場所には今まで見積もってきた収容人員といいますか、それがやはり一

定の面積を取りながらいくと、今までに想定した人数よりかなり減ってくると。体育館にし

てもキャパが小さくなるというふうな説明を受けたわけですけど、公共施設として地域に集

会所、あるいは公民分館とかありますけど、私は地域で、例えば、独居老人の方とか、そう

いうふうな方を避難していただく、地域の人が見守っていくというふうな観点から、せっか

く近くにある集会所なりそういうふうなところも目を向けて、ぜひ地域の集会所も避難場所

に入れて、やはり独居老人とか、そういう人は地域で守っていくというふうな観点から、ぜ

ひその辺も考慮して施設の改良なり避難できるような格好の援助をして、やはり弱者を避難

させるというふうなところで、皆様方も地域のそういう集会所、意外と安全なところにある

わけですけど、使い慣れた場所で、知った人と一緒に避難ができるというのもお酌み取りを

いただき、対応していただきたいと思います。 

 以上ですけど、答弁があれば。 

○西原好文議長 

 坂井議員、同僚議員から防災についての質問をされているんですよ。あえてここで答弁を

もらうということになれば、同僚議員のときの答弁に差し支えるんじゃないかなという感じ

がするんですけど、どうでしょうか。坂井君。 

○坂井正隆議員 

 今回の一般質問ではコロナ対策等を皆さん質問されていると思いますが、じゃ、そのコロ

ナ対策についても誰か代表で質問して答えるというふうなことになるわけですか。 

○西原好文議長 

 いやいや、違います。先ほど坂井議員の質問の冒頭に通告はしていませんでしたけどとい

う言葉が出ました。まさしくその通告をされている方が同じような質問をされているんです

よ、この後ですね。ですから、その方の質問のときに回答をもらいたいと思います。よろし

いですか。（「はい。そしたら、終わります」と呼ぶ者あり） 

 ５番坂井正隆君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。 
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午前９時31分 休憩 

午前９時45分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 ６番三苫紀美子君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○三苫紀美子議員 

 皆さんおはようございます。坂井議員に続きまして、３月に出しておいた質問を、さらに

この６月まで出しまして多くの課題になってしまいましたが、中身はもう既に５日の開会の

折に町長としての気持ちを十分に聞きましたので、この質問はいいのかなと思いましたが、

町民の皆さんの声を届ける意味で４問ということが出ておりますが、早急に済ませればいい

なと思っておりますので、どうぞ皆さんよろしくお願いいたします。 

 まず第１、下水道処理施設についてお尋ねいたします。 

 臨鉱ポンプに関しては降雨対策、生活上の問題から重要視してきた面もありました。しか

し、下水道問題に関しては毎日の生活の中で支障なく過ごせていることから、気にかけてい

ない面もありました。 

 また、議会において常任委員会で慎重な審議がなされ、スムーズに運営がなされているこ

とから安堵している面が大いにあったと思います。しかし、私の記憶では、まだいろんな議

題として討議されたことがないのではと記憶しております。勘違いでしたらお許しいただき

たいと思います。 

 全体像が見えないために、臨鉱ポンプ同様、施設の箇所、設置年度及びそれぞれの機器の

耐用年数の把握ができていないため、ここで教えていただきたく質問をいたしました。１問

ずつでいいですね。よろしくお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富環境課長。 

○環境課長（武富 元） 

 御質問の下水道処理施設ですけれども、３点お伺いされていると思います。 

 まず、１つ目の下水道に関係する施設は何か所存在するのかということですけれども、町

内の下水道は、公共下水道と農業集落排水の２つに分かれております。公共下水道では処理

場１か所、中継ポンプ場が２か所、マンホールポンプなどが26か所ありまして、合わせて29
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か所でございます。農業集落排水では、終末処理場は１か所、中継ポンプ場が２か所、マン

ホールポンプが２か所、合わせて５か所が稼働しております。 

 それと、施設の設置年度、下水道でいいますと供用開始という形になりますけれども、公

共下水道は平成８年から整備が始まりまして、平成15年３月に供用開始となっております。

農業集落排水につきましては、平成７年度から整備が始まりまして、平成11年の10月に供用

を開始しております。 

 あと、施設の耐用年度でございますけれども、設備によって細かく分類されておりますが、

概ね機械設備で15年から20年、電気設備で10年から15年と示されているところでございます。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 一応答弁いただきました。本当にもうこれはさらりと通すつもりでしたので、１つだけよ

ろしいでしょうか。 

 下水という特殊性から、計画耐用年数に達しない機器で大きな破損、交換などは発生しな

かったか教えていただきたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富環境課長。 

○環境課長（武富 元） 

 御質問の先ほど言いました耐用年数以内に故障した場合はどうしているのかといいますと、

今までも何回か、大雨とかで故障とかも耐用年数以内で発生をしましたけれども、単独で町

で対応したり、職員で対応できるものについては職員で対応、あと、維持管理業者で対応し

たりしております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 それでは、このことについては、常任委員会の産業建設課のほうでしっかりとやっていた

だいていると思いますので、ただ、皆さんにお知らせするということで、下水という特殊性
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から対応は原因を究明し改善しながら対応されていっていただきたいなということ、じゃ、

同様の故障が発生しないかどうかが分かりませんが、これは皆さんのスタッフ一同でよりよ

く取り組んでいただければと思いますので、１問についてはこれで質問を終わらせていただ

きます。 

 議長、続けてよろしゅうございますでしょうか。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 ２問目、スポーツの町づくりについて。 

 あるとき、町民の方から練習する場所がなくて他町を借りたとの話を聞き、他町でもいろ

んなところがありまして、スムーズに行かなくて大変困ったという話を耳にいたしました。

私としては、町内にもたくさんあるのにと疑問を感じたのをきっかけに、その方たちのおか

げで佐賀県元気な高齢者野球連盟が存在していることを知り、大変心強く思っているところ

です。その人たちのためにも、施設で同じ日にダブったということもあるかもしれませんが、

できるだけ町内でしっかりとしたスポーツをやっていただきたいなと思っております。 

 施設利用状況はどうでしょうか。同じ日に重なるのが多いのでしょうか、それとも、施設

的にまだ少ない数なのでしょうか。１つ。 

 そして２つ目、江北中学校の野球部が廃部になるかもしれないとの話を聞きました。教育

委員会として、事実はどうでしょうか。 

 ３つ目、生涯軟式野球連盟の会員を含め、町内で学校、地域とクラブをつくり、スポーツ

の町江北をもっとアピールしてほしいと願っておりますが、お考えをお聞かせください。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。百武こども教育課長。 

○こども教育課長（百武一治） 

 質問の１から続けて３問まで答弁してよろしいですか。 

 まず、１問目の施設の利用状況ということです。生涯軟式野球連盟のことなので、花山球

場のことかなと思いますので、そちらのほうでよろしいでしょうか。 

 花山球場の昨年度の利用の実績でございますけれども、全体で163件の利用件数がありま
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す。そのうち、町内が39件で、全体の24％になります。あと、町外が124件で、大体８割ぐ

らいになりますけれども、そのうち、佐賀スピリッツさんが99件ということで、61％になり

ます。佐賀スピリッツさんは、平成19年に、その頃は社会人野球が盛んでございまして、花

山球場をホームグラウンドにというお話がございまして、ホームグラウンドの使用協定を結

んでおります。利用管理と、それから、年間の利用をしていただいて、管理運営もしていた

だいているところでございます。 

 利用ができなかったというようなお話でございますけれども、スピリッツさんが占有的に

は使ってはいないんですけれども、先ほど言われたように日程がかぶって、町民の方が使用

できなかったという場合があったと思います。なので、今年度は、今年度初めに町内の団体

があらかじめ希望される日程を調整して使っていただけるように配慮をしているところです。 

 ２点目の中学校の野球部ですけれども、廃部にはならないというふうに聞いております。 

 ３問目のスポーツの町をもっとアピールしてほしいというような御質問ですけれども、野

球にとってお答えしますと、町内には少年野球から、先ほど申された60歳以上が加入される

生涯野球連盟の方までと多くのチームがあります。そういったチームについては、それぞれ

のライフステージや目的に合った野球チームとして活動をされているところでございます。

それぞれ年代によってボールが違うとか塁間が違うというようなことで、一緒になって試合

を楽しむということはできないんですけれども、ルールをつくって縦の社会といいますか、

若い人からお年寄りまで、その中でルールを決めて、野球のフェスティバルというか、催し

物をされてもいいのではないかなというふうには考えているところです。 

 あと再質問でお答えしたいと思います。以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 私もマスクをしていて聞きづらいと思いますが、なかなかすみません、風邪引きのため、

どちらかといったら補聴器をつけないといけないような状態になっておりますので、できれ

ば答弁のほうはマイクを近づけてお願いできたらと思います。 

 このことについては、前進ある町長の考えを、２番の野球部が廃部になるかもしれないと

いう話、それから、生涯軟式野球連盟の会員を含めクラブをつくってほしいと願う、そのこ

とについての町長のお考えをお尋ねしたいと思います。 
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○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 その前に、１問目で下水の処理施設について御質問をいただきました。今回、先ほど環境

課長のほうからは、施設については公共下水道と農業集落排水、主に行けば２つに関連する

施設があるということでしたけれども、正確に言えば、もともと江北町の下水処理の方法と

しては、今申し上げました下水と、いわゆる農集、農業集落排水事業のほかにも、公共管理

型の合併浄化槽もありますし、中には、数は大分少なくなりましたけれども、くみ取りもあ

ります。この４つを組み合わせてというんですか、これまでは下水の処理をしてきたわけで

すけれども、いつも言うように、新しい時代を展望する中で、御存じのとおり人口減少とい

うことも含めたところで、やはり下水処理全体については、将来的なビジョンというかな、

そういうものをきちんと持っておく必要があるなというふうに思っております。 

 それこそこの議会でも何度か話題になりましたけれども、下水については大雨のときに雨

水が流入をして処理が追いつかないということで、いわゆる不明水というような問題をまだ

抱えております。一定の対策は取りましたけれども、抜本的な解決には実はなっていないと

いうことでありますし、下水も含めてなんですけれども、昨年、一昨年の大雨のときには、

それこそ職員が徹夜で何日も不具合の箇所を探して回らんといかんというように、やはり維

持管理の問題も一つあるのではないかなというふうに思います。 

 本当に何度も言うようですけれども、職員が突然呼び出されて、不眠不休で１件１件しら

み潰しに不具合の箇所を調べて、それこそ汚水ますに手を突っ込んで対応するというのは、

私はやはり持続性という面から見ても、これはやっぱりいけないというふうに思っておりま

す。そういう意味でも維持管理の問題が一つあるというふうに思っております。 

 それと、もう一つは、先ほどから言っている人口減少の関係で行きますと、やっぱりコス

トの問題があるんですよね。もともと農業集落排水事業というのは、そこにあった農村の生

活環境の改善のために、いわゆる下水処理施設を入れたものですから、もともとあった集落

が前提になっているんですよね。ところが、人口が減ったり家屋が減ったりして、これも実

は農業集落で対応している人数というんでしょうか、件数ということも減ってきております。 

 また、公共下水について言えば、当初予定をしていたのから比べれば、それこそ本当だっ

たら企業会計を適用してもよかったんですけれども、なかなかその一本立ちというほどに採
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算が取れていないというような問題があるというふうに思います。今申し上げたように、維

持管理上、また、コストの問題も含めて、やはりこれからは持続的な江北町の下水処理を考

えた場合には、何らかの手を打たんばいかんということを思っております。 

 短期的には、先ほど申し上げました不明水の解明をするのも併せてですけれども、やはり

維持管理を担っていただけるようなところをきちんと探さないと、このまま職員にこういう

業務に従事をさせるというのは、私はやはり違うのではないかというふうに思います。もっ

とパフォーマンスの高い仕事をしてもらいたいということもあって、この維持管理上の問題

は早急に手を打つ必要があると思います。 

 それと、もう一つは、先ほど申し上げました合併浄化槽ですよね。実はこれをもう少し今

後は積極的に取り入れをしていく必要があるんじゃないかなというふうに思います。という

のは、変な話、先ほども環境課長が言いましたように、大規模な終末処理施設なんかの大き

な施設をいっぱい造って、家に全部管をめぐらせて、道路にも全部それを埋めてしまって、

いざ不具合があるとなると、それを１個１個探して回らんばらんということから行くと、合

併浄化槽というのは基本的には単体なものですから、不具合があるところに不具合があると

いうことも、実はころっと分かったりするわけですよね。ですから、長期的な展望で行けば、

こういう公共管理型ということになると思いますけれども、やはり合併浄化槽の積極的な導

入ということもまた、一見、何か時代が逆行しているように見えますけれども、私はそうで

はないんじゃないかなというふうに思っております。 

 ただ、当然今の既存の施設というのがあるものですから、今やっとそういう更新が一段落

しているところでもあります。ですから、その次の更新のときを目がけてというんですか、

見ながらそうしたことも今後考えていく必要があるんじゃないかなというふうに思います。 

 それと、先ほど私に御質問いただきましたスポーツの町づくりということですけれども、

もしよろしければ、せっかくですから一問一答でも御質問をいただいたほうが、今回、テレ

ビや傍聴もしていただいているものですから、個々具体的なやり取りができるかなというふ

うに思いますけれども、１つは、やはり部活の問題が、これも今から長期的な展望に立った

場合には、在り方ということも考えんばいかんというふうに思います。どうしても子供の数

が減っていく中で、また、一方で子供たちの興味、関心というのも多様化する中で、特に人

数を多く必要な部活というのが、これからは存続が非常に難しいというふうに思います。本

来ならば、これも学校のほうでルールがあるようでありまして、例えば、入部希望者がなけ
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れば、その年は休部で、次の年に人数が満たなければ廃部とか、ちょっとすみません、ここ

は正確ではないんですけれども、実は今までそういうルールがあったようであります。ただ、

それを単純に今は適用するんではなくて、例えば、人数が足らなくても、近隣の町の部活と

合同で部活動を実施するというようなことも行われておりますし、聞くところによると、中

体連もそうした合同チームの出場というのも認められておるということであります。 

 ただ、ここがなかなか取扱いがはっきりきちんと決まっていないものですから、何か中に

は対等合併型とか、吸収合併型とか、選手レンタル型とか、どうも幾つか分類をしてみます

とあるようでありますけれども、そうしたことも一定整理をして、やはり子供たちのそうい

う関心といいましょうか、それにきちんと応えられるようにせんといかんなというふうに思

います。 

 ですので、繰り返しになりますけれども、やはり部活の在り方というのも、これからは考

えていく必要があるというふうに思います。逆に言えば、部活がないスポーツにいそしんで

いる子供たちもいたりもするわけですよね。ですから、今回は野球部について御質問をいた

だいたようでありますけれども、先ほど申し上げたように、野球部についても、単体で中学

校では人数が足らなくても、ほかの中学校と合同というような形で、当然そういう子供たち

のニーズには応えられるというふうに思いますけれども、今申し上げたように、合併という

んですか、合同というんですか、そこの仕組みがまだきちんとできていないものですから、

そういうのは、先ほどから御指摘いただいているように、スポーツの町江北だからこそ、そ

うした部活の新しい在り方というのも、ぜひ県にも提案をするということが、本来のスポー

ツの町の在り方であるというふうに思っております。 

 私の問題意識としては、そうした部活の在り方というものを、これからの人口減少時代に

ふさわしい在り方ということを、きちんと提言をしていくということではないかというふう

に思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 ありがとうございました。本当に積極的な町長の姿勢にありがたく思っております。子供

たちは、少なくともこの部には絶対入りたい、続けたいと思っている子供もたくさんいます
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ので、先ほどのちょっと統合とかなんとかになると、また子供たちの気持ちがどうか分かり

ませんが、とにかくやりたいと思う、その部を、少なくても何なりと維持していってほしい

なと思います。教育長、よろしくお願いしたいと思います。 

 部活の在り方というのは、今後考えていかねばという町長のお言葉に、本当にありがたい

と思いますが、たまたま孫がサッカー部に入って、それこそ勉強よりもスポーツというほう

に行っていることを、大変頼もしく思っているところでございますので、ぜひ子供たちの夢

を潰さないでいただければなと思いますので、その点ともども考えながら、よろしくお願い

したいと思います。 

 以上、２問については終わらせていただきますが、続いて３問目によろしいですか。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 環境保全対策としてということでございます。 

 平成30年12月議会でマイバッグ検討委員会を設置して取り組んでいただきたいとの質問を

させていただきました。当時、課長は委員会の立ち上げは考えていないという答弁でしたが、

この１年半の間にどういう環境保全について提案されてきたか、現在の中途で結構ですので

答弁をいただきたいと思います。 

 そして、そのとき、平成30年７月、町内では24店舗が推進店として加盟されていて、その

後も推進店制度の周知に取り組んでいくとの答弁でしたが、現状はどうでしょうか。お教え

いただきたいと思います。 

 次に、環境省が策定中のプラスチック戦略の中で、レジ袋の有料化を議論され、７月より

レジ袋有料化が決定いたしております。本当にうれしく思うのは、いち早く今定例議会にマ

イバッグを町内全世帯に配布するという提案をしていただき、予算を390万８千円組んでい

ただいたこと、本当に力強く、心強く思っております。住みたい我が町、環境の江北のバ

ルーンに拍手を送りたいと思います。 

 このことについて特別にということはないんですが、先ほどの１年半のうちに、このこと

には取り組んでみたよというようなことがあれば、御報告いただきたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富環境課長。 
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○環境課長（武富 元） 

 御質問にお答えします。 

 この１年半の間に環境保全について何を提案、取り組まれたかということでございますか

ね。 

 まず、マイバッグ・ノーレジ袋推進店舗の制度についてですけれども、令和元年７月現在、

店舗数は県全体で884店舗であります。１年前より４店舗少なくなっておりますけれども、

江北町としても、マイバッグ・ノーレジ袋推進店について、１店でも多く取り組んでいただ

けるよう事業者への呼びかけを行ってまいりましたが、店舗数については、今現在も24店舗

というふうに変動はありません。ただ、県内においては、佐賀市、唐津市に続き３番目に多

い店舗数というふうになっております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 職員の方もあれやこれやと今の状態の出てくる中、大変だとは思いますが、とにかく当時、

立ち上げは考えていないと言われながらも、今定例議会に出していただいたということを大

変ありがたく思っているところでございますが、どうでしょうか、町長に対して、このこと

は環境課とともにやっていきたいという案がございましたら、よかったらお答えいただきた

いと思います。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 環境とともにもなにも、今回７月１日のレジ袋有料化に合わせて、６月補正予算で町内全

世帯にマイバッグの配布をさせていただきたいということがお答えだというふうに御理解を

いただければと思います。 

 ただ、せっかくこれまで三苫議員から御質問をいただいていて、本来ならばこういう法律

の施行を待つまでもなく、できることがあったんじゃないかということなのではないかなと

いうふうには思います。先ほど環境課長が答弁いたしましたとおり、県内では３番目の加入

店舗数ということではありましたけれども、なかなかそれ以上は進まないというのも現状で
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ありました。特にやはりチェーン店というのは、江北町のお店だけどうこうということでも

ないもんですから、そういうお店が比較的多いところは、なかなか進まないということが

あったんじゃないかなというふうに思います。 

 そういう意味では、後ればせではありますけれども、今回７月１日に有料化をするもんで

すから、ぜひそのときには町民の皆様に使っていただけるようなエコバッグを全世帯配布し

たいというふうに思います。 

 今回、このエコバッグの作成の肝は、町内だけではなくて、例えば、もし佐賀市にお買い

物に行かれてでも使って恥ずかしくないような、持っていることが、言ってみれば少し自慢

になるような、そうしたマイバッグをいかに作れるかということが、この事業に魂を入れる

ことだというふうに思います。ともすると、我々役所というところは、予算を取って、事業

をして、作ったら終わりということなんですけれども、いかに、言ってみれば今回3,500ぐ

らい作るわけですけれども、その3,500のエコバッグが日常的にどれだけ見ることができる

かというところが、多分我々の事業の成功かどうかの指標なんだというふうに思うんですよ

ね。 

 ですから、もし、予算承認をいただけますならば、それこそそこに心を込め、また、魂を

込めて皆さんに使っていただけるようなエコバッグにしていきたいというふうに思っており

ます。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 ありがとうございます。本当にちょっと数人の方に、江北もこういうことにしてマイバッ

グを全戸配布してもらうよと言ったら、他町の議員さん、女性議員ですけれども、やっぱり

町長が若かけんやろうかと、町長、若いですかね、若いね、考え方が本当に現実に即した町

政をなさっているということで、よその市町からも大変好評をいただいたような状態でござ

います。やっぱりさっきの住みたい江北、私も、隣にいるけど引っ越してこようかなという

声を聞いただけでもうれしい気がいたしました。子供たちは宝、その宝の子供たちが我が町

にたくさん住んでいただくことを願っているところでございます。 

 このことについては、しっかり処理してございますので、議長、次の４問に、よろしいで
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しょうか。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 それでは、４問目に移らせていただきます。 

 災害避難と新型コロナウイルス感染問題についてという問題でございます。 

 今年に入り、新型コロナウイルス感染問題が深刻となり、終わりの見えない闘いがいま

だに続いています。我が町においては、江北町新型コロナウイルス対策本部が設置され、協

議が重ねられて、新型コロナウイルス感染拡大防止に関するお願いを踏まえ、３月末以来、

ＭＣＡにて拡大防止策に対する呼びかけがなされています。迫りくる梅雨時期の豪雨、台風

等々の自然災害に対する避難所におけるコロナ対策方針があまり見えておりません。皆さん

はそこに避難しても、もしやというクエスチョンマークがつくような状態では、やっぱり

ちゅうちょすると思います。そのコロナ対策方針が見えるような動きをちょっとしていただ

きたいと思いますが、放送で、避難場所には感染予防対策をしてお越しくださいという放送

がなされたことを聞いて少し安堵しておりますが、行政のみならず、我々町民、各個がこれ

に対してどう対応するかというのは、自分たちの家庭でも考えていかなければいけない問題

だと思っております。 

 ５月22日、質問通告を提出後、県及び各市町において具体的な対応方針が報じられてきて

おります。江北町の基本方針についても同様の考えとは思いますが、内閣府が４月７日の早

い時期に都道府県に対し対応を促す通知が出されたと思います。そのポイントを踏まえ、県

は５月12日付の新聞で市町へ配布したとありました。町においても早急な検討に着手されて

きたと思います。差し迫った梅雨、豪雨を考慮するならば、災害時、あるいは避難所での人

命尊重を考え、一刻も早いコロナ対策についての提示を皆様に示していただきたいと望むも

のであります。お考えをお聞かせください。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、御質問にお答えいたします。 

 災害避難とコロナの問題ということで、町の対策の方針等についての質問だというふうに
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思いますけど、今回の新型コロナウイルスの感染によって、避難所での在り方ということに

ついては見直しを、国、県のほうからもそういった指示も受けております。そういうことで、

５月29日に江北町の防災会議を開催しております。その折に、今までが指定避難所が10か所

ございまして、避難者の収容人数を4,500人ぐらいということで記載をしていたわけですけ

ど、それをこの新型コロナウイルス感染症対策を踏まえた避難所の収容人数の見直しという

ことで、県の指針とかを参考に江北町独自の対策を取るということで、収容人数を約1,100

名ということで、以前からすれば４分の１ぐらいになるわけですけど、感染症防止の対策を

講じて避難所の収容人数を変更したところであります。 

 それから、感染症に対応した避難所ということで、今回、避難所については徹底した感染

症対策を講じるということで、あらゆる消毒とか、例えば、避難所における定期的な換気と

か共有部分の消毒、それから、清掃、それから、受付では避難者名簿に記入をしていただく

とともに検温を必ず実施するということ、それから、健康な方の避難者については間隔を

取って避難していただくということであります。それから、検温をした段階で発熱等がある

方については、健康な方が避難する場所と別の部屋に避難をしていただくというようなこと

も考えております。 

 それから、避難所では３密を避けるために間仕切り等の用意をして、飛沫感染防止を図る

というようなことで、今後、今から大雨等入ってきますので、避難所の対策については、今

言った感染防止対策はもちろんですけど、今後もそういった町民の方が安心して避難ができ

るような避難所づくりということを考えていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 本当にあっという間の早急な対応をしていただく今の行政に、心から拍手を送りたいと思

います。 

 例えば、11か所、指定避難所、追加も含め、収容人数が4,593人ということを５月の議員

例会でいただきました。これ、どうでしょうか、１人当たり、昔は２平米だったのが４平米

になりまして、間の間隔を空けなくちゃいけないというような、そういう状態の中、その点

は十分であるかどうか。 
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 そして、先ほど課長もおっしゃっていただきました避難者への周知としてはマスク、体温

計、消毒液の持参、換気のため、窓の開放が必要となり、梅雨時でも寒い時期があることが

あるため、防寒着、カイロ等の防寒対策が必要ではないかと思いますので、そういうことを

含めながら各町民にお伝え願えればと思っております。 

 すみません、新聞の切り抜きを持ってきていたんですが、どこか行きましたが、江北で設

置をされましたよね、何か、それを書いていたのが、ごめんなさい、頭の中に入っておりま

せんが、その準備されたものについての使用法、それから注意をちょっとお聞かせ願えたら

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 再質問ということですけど、使用方法というのは、何の使用方法……（「避難所で今度あ

れば買うたやん、間仕切りば」と呼ぶ者あり）分かりました。避難所に今回、６月補正とい

うことで、間仕切りということで、飛沫感染防止のための間仕切りを補正でお願いしており

ます。その分につきましては、今から議会の議決を受けましたら、早速発注をしたいという

ふうに考えておりますけど、まだ現物が来るのが少し時間がかかりますので、使用方法等に

ついては職員が熟知をした後、町民の方にお知らせをしたいというふうに思います。 

 それから、今回こういった大雨等で避難をされる場合の仕方についても、町の広報等を通

じて町民の方にお知らせをしていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 総務課長、御説明ありがとうございました。ここにやっと見つけ出しました。細菌洗浄水

生成器というのでございますね。本当にありがたいことだと思います。それが全て町民に使

用方法をぜひやっていただきたいのと…… 

○西原好文議長 

 三苫議員、ちょっとよろしいですか。洗浄機の説明もしとかんと。今、三苫議員が言われ

たのは、リースして洗浄する機械のことですよね。答弁が間仕切りのことを答弁したもんで
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すから、分かる範囲で説明をして、ごめんなさい。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 三苫議員のほうから御質問がありました、その次亜塩素酸の生成器については、町のほう

でその器具を１年間のリースで購入をしております。ですので、それを使って、うちのほう

で材料を買って消毒液をつくって、今も各学校の施設、町の公共施設にはそういった消毒剤

を配布しております。ですので、避難をされた場合については、そこにはちゃんと消毒剤は

町のほうから配置をするということで考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 本当にニュース、ニュースばっかりなんですが、今、よその市町でも、口では言うけど換

気のための窓の開放があまりなされていないという他町からの話を伺いました。ぜひ我が江

北町は町民のためにそういう積極的な取組をしていただいたことを大変ありがたく思います

が、この避難所受入時の対応として、どんなもんでしょうかね。もちろん体温測定、マスク

の着用確認、それから、避難者名簿の作成をしながら避難者の仕分けを行う。例えば、保護

を要する部屋、中間的な部屋、そして、元気に過ごしてもらう部屋等などを分けるようなお

考えは、町としてあるかどうかをお尋ねしたいと思います。いかがでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 再質問にお答えをしたいと思います。 

 避難所に来られたときに、避難をされた方について受付のほうで避難者名簿で住所まで書

いていただくように考えております。そこでまず、検温をいたします。検温をして、そこで

発熱等がある方については、別室にお願いをする。それから、その避難者の中でも要援護者

の方については、また別の部屋を用意するということで、そういった今回、県のほうから避

難所運営マニュアルというのが改定をされまして、それに基づいた江北町の避難所運営マ

ニュアルの改定も今回行っておりますので、それを基に避難所の運営をやっていきたいとい

うふうに考えております。 
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 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君。 

○三苫紀美子議員 

 いろんな検討課題がある中で、行政としても一番大変じゃないかなと思いますが、命あっ

てのことでございます。町民をお守りいただいていることに大変うれしく思っております。

いろんな検討課題が考えられる中で、行政と町民との協議、また、協力が重要な課題である

と考えております。短時間での対策のマニュアル作成は非常に難しいと考えますが、いつ災

害が起こるかもしれません。災害時、あるいは避難所での人命尊重を考えるならば、一刻も

早く対応策を望んでいるところでございます。 

 この間、説明の中で町長の言葉の中にありました。今、コロナがあったからではなく、こ

ういうときだからこそ充実する見直しを考えているとの町長の力強い言葉にかなり勇気をい

ただいたものでございます。すばらしい行政の施策、そして、それに一生懸命町民を守って

いただいているという感謝を込めながら、そして、再度、行政の方のしっかりしたマニュア

ルをつくっていただくことを強く期待して、これで質問を終わらせていただきます。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ６番三苫紀美子君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。再開10時45分。 

午前10時34分 休憩 

午前10時45分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 ７番池田和幸君の発言を許可いたします。御登壇願います。７番池田君。 

○池田和幸議員 

 おはようございます。このたび新型コロナウイルス感染により命を落とされた方、また、

入院等で治療の方々にお悔やみとお見舞いを申し上げます。 

 今回、一般質問で私も新型コロナ対策について質問をしております。先日、執行部より、

私が一般質問した後に元気復活応援金という事業案を提出されました。非常に私もこれを見
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てよかった、喜んでいる反面、職員さん並びにいろんな方に早急な対応をしていただいて、

町長にも感謝をしております。しかしながら、質問を出しておりますので、確認のため行い

たいと思います。よろしくお願いします。 

 新型コロナ対策、今後の支援について。 

 昨年12月に中国・武漢市で発生した新型コロナウイルスは、これまでに196の国・地域で

計490万人以上の感染が確認され、死者数は32万人を超えています。５月21日現在では500万

人を超えました。 

 ４月７日、７都道府県に緊急事態宣言が発令され、16日には全国に拡大されました。しか

しながら、感染拡大は収まらず、感染者数は１万6,000人以上、死者数は770人になっていま

す。 

 国は、感染拡大の影響を受けた個人や事業主のために支援策を始めたが、全国の各自治体

でも各種の支援制度が出されています。 

 江北町では、県の店舗休業支援金の支給までのつなぎとして、江北型店舗休業支援金1,100

万円、町内の事業者への回復策としてプレミアム付かえる商品券の販売で2,500万円、県外

移住者にマスクと町内産米を届けるこうほくふるさと便で600万円、合計で4,200万円が独自

支援として予算化されています。 

 国から１人当たり一律10万円が支給される特別定額給付金事業は、５月28日から町民の皆

さんに支給されますが、自営業者や農家の方々、勤めに行くことができずにいる方々等への

支援はまだまだ必要ではないかと思いますが、いかがですか。ほかの自治体が追加支援を打

ち出しているからではありませんが、我が町としてもほかに何かできることがあるのではと

思っています。 

 そこで、各分類に分けて質問をします。 

 １つ目、国や県の給付から漏れた事業者などに対しての支援はできないのか。例えば、前

年度の売上げの減収や家賃等の支払いが発生しているところ。 

 ２つ目、江北型店舗休業支援金者に対しては、店を開けてもお客が来ないと聞きます。テ

イクアウトへの支援拡大はできないものか。例えば、持ち帰りに取り組む業者や感染を防ぐ

ためにかかる経費の補助。 

 ３つ目に、佐賀県産タマネギの価格下落で緊急需給調整事業が発動されています。また、

肥育農家では、外食需要が縮小し、肥育素牛の購入資金等の手当てが必要であり、補助金で
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生産者への負担軽減はできないものか。 

 以上、いろいろなバリエーションで町民の皆様に応援できるような施策を考えていただき

たいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 現在、新型コロナウイルス感染症対策の緊急的な経済対策として持続化給付金、店舗休業

支援金、休業補償などがありますが、５月28日の専決により、江北町においても元気復活応

援金の事業について予算化を行っているところであります。 

 この事業については、国、県及び町で行っている支援事業を使っても、それでもなお減収

により事業の継続が厳しい事業者、農業者、給与所得者の方への支援として町独自で取り組

むものであります。 

 特に農業者においては国の持続化給付金についてあまり知られていない方も多いのではと

考えております。今回の申請手続の際に、前年度の申告書や今年度の収入状況が分かる書類

を見せていただき、国の持続化給付金などについて申請時の確認により、国、県の支援制度

が受けられるものがあれば、そちらのお知らせも行うことができるのではと考えております。 

 ２点目の今後の支援ということで、テイクアウトへの支援拡大ということでありますけれ

ども、テイクアウトに関しましては、江北型店舗休業支援金を行う前に、持ちカエル！こう

ほく「グルメ」だよりを作成し、ホームページや各戸配布によりお知らせをしてきました。

また、江北型店舗休業支援金についても、県の支給開始までに事業者への支援が早く行える

ように、４月専決での予算化と商工会へ委託することで、県の支給開始までのつなぎ資金と

して有効に活用していただけたのではと思っています。 

 テイクアウトへの新たな取組についても、国の小規模事業者持続化補助金であったり、県

の新業態スタート支援事業補助金などの制度もあります。 

 また、持続化給付金は、感染症拡大により特に影響を受けている事業者に対して、事業の

継続を支え、再起の糧としていただくため、事業全般に使える給付金であり、感染症を防ぐ

ための経費としても活用いただければと思っております。 

 今回のコロナウイルス感染症によるテイクアウトの取組については、今後新しい生活様式
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へ対応し、事業を継続するための方法の一つではないかと考えております。 

 ３点目の佐賀県産タマネギの下落で緊急需給調整事業が発動されているということで、新

型コロナウイルスの影響を受け需要が減少したことにより、市場価格が低落するなどの影響

を受けた牛肉、花卉、野菜などの生産者支援事業及び農業者においても持続化給付金が給付

されることとなっております。町でも元気復活応援金の事業対象を事業者、農業者、給与所

得者としており、収入減の一部の負担軽減になるかと考えております。 

 また、１万円で商品券を購入した方へ、商品券２千円のプレミアムに加え、江北町の逸品

として、町の産品など３千円分を町から購入者へお届けする農業者・事業者応援事業により、

町内産品の活用ができればと考えております。 

 タマネギにおいては４月上旬ぐらいから価格が低落して、その後、５月に入って極わせの

次のわせあたりが下落ということでなっております。５月下旬ぐらいから若干価格が持ち直

してきているというお話は聞いておりますけど、そのような中で、先日も県のほうで６月４

日に発表がありましたけど、出荷された方については10アール当たり７万円、落ち込みをさ

れた方については４万円というような補助制度が出されております。そういうふうなものも

活用していただきながら、それでもなお不足する分について、町の元気復活応援金のほうで

生かしていただければと考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 今議会は少し私も一般質問の答弁のやり方をちょっと改めまして、答弁の指名をいただか

なければ、基本的にはそれぞれ現場の責任者でもありますから、課長に答弁をしてもらおう

というふうに思っておりましたというか、おります、基本的には。ただ、その上でもなお補

足が必要であれば答弁をさせていただかんばかなというふうに思っておりまして、指名をい

ただかなくても。 

 今回、先ほど池田議員御質問をいただきましたけれども、５月22日に一般質問の通告を頂

いておりました。そのときに頂いた通告文を先ほどそのままお読み上げになられたもんです

から、やはり私は正直それはいかがかなというふうに思わざるを得ません。 

 というのは、今世の中はドッグイヤーという言い方がありますね。ドッグイヤーというの
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は犬の年と。要は人間でも今は、昔で言うと犬と同じぐらい人生を早く生きらんばいかんと

いうぐらい目まぐるしく社会が変わっているということを例えるときにドッグイヤーと言い

方をします。今そういうふうに我々人間にとっても目まぐるしく状況が変わる中であります

し、特に新型コロナは一日一日というよりも、時々刻々状況が変わる中で我々もこれまで対

応をさせていただいたところであります。 

 ５月22日、今から17日前ですけれども、恐らくそのときと今日こうして実際に議論をさせ

ていただく前提というのは大分変わっているんじゃないかなというふうに思うもんですから、

せっかくであるならば、今既に打ち出しを新しくしているものも含めたところで議論ができ

ればなというふうに思います。 

 というのが、先日、佐賀新聞の１面に県内市町の新型コロナの支援策一覧みたいなものが

載りました。正直私、この記事はあまりよくないよなというふうに思ったんですよね。何で

かというと、人口規模もそれぞれまちまち、また、あのタイミング、あのときの支援策とい

うことを単純に集計されただけでありますし、それも聞くところによると、各市町に聞いて、

答えが返ってきたものを上げているというふうにも聞きましたし、こういうふうに、そうい

う予算では表わせないような努力というんですか、対応というのが見えない中で、ああいう

市町の一覧みたいなのが載るのは、やはり読者の皆さんを何かちょっと違ったように誘導し

ないかなというふうに懸念を持ちましたし、それは議員の皆様方にも私のそういう懸念とい

いましょうか──いうことは共有をさせていただいたつもりでありました。 

 先ほど御質問の中にありましたように、そのときの佐賀新聞の記事では、江北町は4,200

万円の予算だと書いてありましたけれども、先ほどから御紹介もしましたけれども、今回、

その後にも矢継ぎ早に様々な新型コロナの対応をさせていただいておりますし、制度もつく

らせていただいております。これもそれこそ金額で比較することはできないと思いますけれ

ども、今時点で言えば、江北町の新型コロナの対応関連予算は２億円を超えております。で

すから、恐らくほかの市町もこれからもいろんな支援策を取られると思いますし、私どもも

これからも引き続き必要なときに必要な支援をということでやらせていただいているわけで

ありますから、そこは逆に言うと、通告どおりということでなくて、よろしければ、特に議

員の皆様方にはいち早く今回の予算の内容にも御紹介をさせていただいているわけでありま

すから、ぜひそれを前提とした御質問をいただければなというふうに思います。 

 というのが、先ほど例えばテイクアウトの取組なんかも、ここは恐らく予算をつけて、そ
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れだけお金と時間をかければ、それはそれでいいのかもしれませんけど、やはりそのときに

適時性、要はタイムリーさという意味でいけば、私は今回、本当にうちの産業課の職員は

ずっと新型コロナの支援策で奔走を、奮闘をしてくれています。そういう中で、いち早く取

り組んだのがこのテイクアウトの持ちカエル！こうほく「グルメ」だよりでありました。こ

れも１号にとどまらず、２号、３号と。できればゴールデンウイーク期間中も使ってほしい

ということで、それこそ足を使って各お店に聞き回って、そして取りまとめたものをぜひ

ゴールデンウイーク前にということで、それこそあそこのコピー室にずっと入ったままです

よ、各世帯分を印刷してから、とにかく区長配布に間に合わせんばいかんというふうなこと

もしてくれました。これはプライスレス、予算はかかっておりません。ただ、こういう支援

策というものも我々町としてはしっかりやっているわけでありますから、ぜひそうした情報

は全て議員の皆様方はお持ちだと思いますので、よろしければ、それを前提としてまた御質

問いただければというふうに思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 ここで訂正を町長にしてほしいんですけどね。私は、一般質問はあくまでもそのときの一

般質問で通告するわけです。それで、今日先ほど冒頭に言いましたけれども、いろんな意味

で、その後に執行部のほうより事業案が出まして、こういうふうになっています。だから、

たとえ私がですよ、今、町長が言われたとおり、出た後にまた質問状を替えた場合どうなり

ますか。職員さんは大変ですよ。これを見せないまま質問するようになるんですよ。その辺

はやっぱり決まり決まったやり方で私も出しています。だから、町長が大分前に出された一

般質問の通告書じゃなくてというような言い方をされましたけど、そういうことは基本的な

決まりは守っていかないと、そうしないと、答弁するほうにもまたいろいろな問題が生じる

んじゃないですか。その辺ちょっとおかしいかとは思いますけど。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 大変申し訳ありませんけれども、私はあまりおかしいとは思っておりません。当然この後、
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その質問もされるわけでしょう。（「再質問はしますよ」と呼ぶ者あり）そうでしょう。と

いうことは、当然、一般質問を通告いただいて、全く別の項目ということになれば、もとも

とおっしゃるようにルールが違うわけですけれども、今回は新型コロナ対策、今後の支援に

ついてということで御質問をいただくということですから、今後の御質問をいただければな

というふうに思います。 

 というのが、先ほど御質問いただいた内容をお聞きになった方は、ありゃ、江北町は何も

しよらんとかいのというふうにやっぱり思われるわけですね。だから、これだけ時々刻々状

況が変化しているわけでありますから、当然そういう時点の修正というか、そういうことは

していただいた上で御質問をしていただいて全く構わないというふうに思いますし、当然そ

ういう準備を我々もさせていただいております。そうせんと、逆に言うと、先ほどの話でい

きますと、もともとここに書いてあることしか、書いているからこれを質問しているんだと

いうことでおっしゃれば、これからのことは御質問を特に通告いただいていませんから、

じゃ、答えなくていいのかというと、そうではないわけですよね。ですから、そういう意味

で、せっかくですから、やはりこれからのことについて具体的にやり取りができればという

ふうに思っておるということであります。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 町長の言うことも分かりますけれども、やはりその辺は私も一議員としてこれまでの中で

そういう形で質問を出してきましたので、それは今後の検討になるか分かりませんけれども、

ちょっと時間も要りますので、再質問をさせていただきたいと思います。 

 先ほど課長のほうからいろんな形で答弁をいただきました。その中で、家賃等の支払いや

テイクアウトへの支援拡大、持ち帰りに取り組む業者への感染を防ぐための経費の補助等は、

今回の江北町の元気復活応援金で全てお願いをしていただきたいということでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 ただいまの再質問にお答えしたいと思います。 
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 今言われました一つの質問の中で家賃補助というのがありましたけれども、休業補償等で

もそういうものも当然使っていただいて結構ですし、家賃補助に関しては、５月28日だった

と思うんですけど、国のほうで、今後もまだ分からないと、情勢自体が不安な中で、今後６

月から12月までの間も収束するかどうかというのすら見えていない中で、家賃についての補

助がなされるような形も取られてきております。先ほど言いましたように、持続化補助金等

を使っていただいて、感染防止の取組であったり、新たな業態に転換する取組等も使ってい

ただければと考えております。そういうふうなものの中の一つとして、江北町ではまず減収

の分の補塡という形でさせていただいている形だと思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 そしたら、２つ目の質問ですけれども、今回の元気復活応援金の申請期間が６月15日から

ということになっていますが、町長は議員の説明会のときでも、少しでも早く応援を行いた

いということで言われまして、６月議会、今議会を待たずに、５月28日に議員への説明をさ

れ、専決処分となりました。なりましたけれども、申請が２週間後になった、６月15日に

なったのは何か理由があるのか、お願いしたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 今の池田議員の御質問は、６月15日から申請開始するぐらいだったら、５月28日に専決し

なくてもよかったんじゃないかという意味ではないですよね。(「違う、違う」と呼ぶ者あ

り）そういう意味ではないですよね。もちろん当然予算をいただかなければ我々周知もでき

ませんし、具体的な準備に着手ができないもんですから、５月28日に議員の皆様方には急遽

ではありましたけれども、御参集いただいて専決処分について御説明をさせていただいたと

ころであります。 

 今回の我々の元気復活応援金というものは、国や県、またほかの機関も含めてですけれど

も、大分いろんな支援制度も充実がしてきました。 

 ところが、大変残念ながら、例えば持続化給付金なんかがですよ、もともとそういうのが
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あるのを知らないから使えていない人とか、知っているけれども、具体的な手続が分からん

もんだから使えていない人、もっと言うなら、申請すっぎもらわるっかもしらんばってんが、

いろいろ手続も大変かごたっけん、使わじいっちょくかというごた人も中にはいらっしゃる

というふうに思います。それは私はもったいないと思ってですね。我々の町の役目は機動性

だということだと思うんですよね。ですから、店舗休業支援金についても県が制度を決めら

れて、それに追随して町のほうがそのつなぎということで対応させていただきましたし、今

回の元気復活応援金も、そうした国や県、また各種の制度を御活用いただいてもなお不足し

た場合に、町として支援をさせていただきましょうと。ということはどういうことかという

と、相談に来られたりしたときに、あら、もしかすっぎおたく持続化給付金を使わるっと

じゃなかですかと。あら、それは何かにゃと。そういうことが多分窓口のやり取りとしてあ

るよなというふうに思いましたもんですから、既に15日前に御相談もいろいろお越しいただ

いているようでありますし、そうした言ってみれば事前相談の期間、一方で、我々としてそ

うした国や県の制度をきちんと情報を把握して、手続に臨むための期間だというふうに御理

解をいただければというふうに思います。私としては必要かつ最短な期間だというふうに理

解をしております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 分かりました。 

 続きまして、これまでに採決をし、実行された町単独施策、今言われていましたけれども、

１つ目が、こうほくふるさと便は予算が600万円ですが、これの応募者の実績と予算の執行

状況をお願いしたいと思います。 

 ２つ目に、今言われていました元気復活応援金の申込み開始は今月の15日からですが、現

在までの問合せ等はどんなものがあっているのか、分かればお願いしたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 
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 こうほくふるさと便ですけれども、先週の金曜日、６月５日現在で1,801件の申請があっ

ております。発送についてですけど、６月２日分まで1,752件の発送を終えております。 

 休業支援金についてですけれども、申込者が44件、給付額として660万円を給付しており

ます。 

 あと、直接ではないんですけれども、セーフティーネット等については44件、セーフ

ティーネットの４号と５号、それと、機器関連という形で、こういうふうな形で申請があっ

た分について、遅滞なく決裁をいただいて、その分は商工会のほうにお返しをしております。 

 以上です。（発言する者あり） 

 すみません。相談状況については、少しお時間をいただきたいと思います。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 次の質問ですけれども、今回、佐賀新聞に載っていました。佐賀工業高校の校舎外壁に新

型コロナ対策に関する懸垂幕が掲げられています。生徒たちや地域へ向け、感染予防に取り

組みつつ、思いやりを持つことの大切さを訴える同校の生徒会長を中心に企画がされ、見る

人が明るい気持ちになる標語をポイントに選考し、「３密を 避けて保とう こころの距

離」が掲げられています。ちょっとパワーポイントで見てみたいと思います。 

 （パワーポイントを使用）これが佐賀工業の校舎の側面にされています。「３密を 避け

て保とう」という形でここに掲げられています。分かりますかね。非常に高校生らしい素直

な気持ちがここに訴えられているんじゃないかなと思います。 

 そこで、我が町にも懸垂幕を掲げてはいかがかなと思います。懸垂幕は現在ネイブル、そ

れから、駅南口に設置が可能と思いますが、いかがでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 いみじくも池田議員がおっしゃったように、高校生らしい取組だというふうに思います。

我々としてもそうしたものも参考に、懸垂幕もということもなくはないというふうに思うん

ですけれども、まだまだ新型コロナの影響が収まらない中で、先ほどから随時御紹介をして

いるように、やはり具体的な対策ということを我々今最優先に役場としては実施させていた
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だいております。また、今日も御質問がありましたように、これから雨季を迎えるに当たっ

て、具体的に新型コロナをはじめとした感染症のリスクがある中で、どういう形でやはり避

難体制を取っていくかということも本当に喫緊の目の前の課題であります。できればそうし

たものを優先させていただければというふうに思います。 

 繰り返しになりますけれども、すばらしい取組だと自分は思います。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 ということは、今のところこの懸垂幕については考えていないということで理解していい

ですかね。分かりました。 

 そしたら、１問目の最後の質問ですけれども、元気復活応援金という形で、今15日からと

いうことで、後でまた今の状況は少し報告があるかと思いますけれども、私も28日以降、町

内を少しお伺いさせていただいて、農業者、それから、商工業者にこういうのがありますの

で、ぜひ利用してくださいという形で若干回りました。その中で、ちょっと皆さん共通なこ

とを一つ言われましたのが、売上げを出さんばもんねと言いんさったわけですよ。そいけん

が、それはもちろん昨年１月から５月、今年の比較で一応減少されていると思いますので、

よろしくお願いしますと言いましたけど、なかなかその辺が少し面倒くさいのもあるんじゃ

ないかなとは思うんですけれども、ぜひともその辺は、これからまた町民の方からの伺いと

か、それから、いろんな形でお会いするときに、区長さんなりにどうなっていましょうかと

いうふうな、少しでもこちらからも声かけはあったほうがいいんじゃないかなとちょっとち

と感じをいたしましたので、その辺についていかがでしょうか。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 今回の我が町の元気復活応援金については、それこそほかの市町に比べても格段の申請の

しやすさになっているというふうに思っております。というのが、近隣の市町を見ますと、

売上げが昨年の50％以上とか、20％以上50％未満とか、非常に事細かに要件を定めておられ

るんですよ。しかも、いろんな添付書類をつけんばいかんということになっておりますけれ

ども、私ども江北町は大変シンプルに、この１月から５月までの間で新型コロナの影響で売
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上げや収入が減った方ということだけなもんですから、ただ、そこは確認をさせていただか

なければ、そもそもの制度そのものが揺らぐということになるもんですから、繰り返しにな

りますけれども、ほかの市町に比べても格段の申請のしやすさを誇っております。ですから、

池田議員におかれましても、町民の皆さんにＰＲをしていただいているということですから、

ぜひそこも併せて強調していただければと思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 先ほどの元気復活応援金についての質問ですけれども、件数について、何件という把握は

うちのほうでしておりません。ただ、元気復活応援金については、添付資料についてのお問

合せであったりとか、申請の受付開始がいつからだとかというお問合せはいただいておりま

す。その際に、持続化給付金の申請の方法であったりとか問合せについて、うちのほうに直

接来られた方についてマニュアル等のお知らせもしていますし、今現在、武雄のほうにサ

ポートセンターがありますので、そちらのお知らせ等を行っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 分かりました。 

 以上で１問目を終わりたいと思います。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。７番池田君。 

○池田和幸議員 

 次、２問目に行きます。岩屋住宅跡地利用の構想は。 

 岩屋住宅は昭和48年から昭和50年に建設され、昭和56年には増築、廃止となる平成27年ま

で町営住宅としての機能を果たし、現在の上小田住宅（原宿地区）に移転・新築されました。

平成29年４月に江北町公共施設等総合計画が策定されています。この中で、岩屋地区の町営

住宅跡地は民間事業者への売却を検討しますと書かれていますが、閉鎖して４年以上がたち
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ます。以前の一般質問で今後の有効利用についての質問がありましたが、現在の状況を聞か

せてください。 

 １つ目、民間事業者への売却への検討の結果は。 

 ２つ目、佐藤食品工業との協議の状況は。 

 ３つ目、ほかの企業からも打診があるように聞いていますが、その後はどうなりましたか、

お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。田中政策課長 

○政策課長（田中盛方） 

 それでは、お答えをしたいと思います。 

 旧上小田団地については３段に分かれておりまして、それぞれ7,500平米、5,000平米、

6,200平米程度あります。御質問の中にあったように、平成27年に取壊しを行い、その後、

数社から問合せがあり、そのうちの１社と昨年、平成31年３月に進出協定を結んだところで

あります。 

 それと、２点目につきましては、協議ということについてどういうものか、ちょっと分か

りませんので、対応状況については報告をしたいと思います。 

 これについては、今の町長になられましてから挨拶等、本社のほうに出向いてお話をして

おりますし、また、こちらのほうに社長を含め、役員の方が来庁された場合には必ずお会い

しておりまして、町として一貫して良好な関係を保つようにしているところであります。 

 それと、３点目のほかの企業からの打診ということで、現在のところ問合せ等はあってお

りません。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 補足説明、山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 岩屋住宅跡地については、先ほど政策課長が答弁をしたとおりでありますけれども、少し

だけ補足をさせていただくとしますと、上段については既に売却ができましたけれども、中

段と下段については、今そのまま民間事業者に売却ができる状況にはございません。という

のが、例えば中段でいきますと、町道との反対側にトンネルがありますけれども、実はあそ
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こも行く行くは防災対策を取らんといかんことになると思います。非常に危険なもんですか

ら。ただ、そこの対策を取るためには、岩屋団地のほうから例えば工事車両等が入っていか

んばいかんもんですから、そちらの対策を取らないと、売却をしてしまうと、今度防災工事

のほうが、例えば、工法なんかも非常に制限を受けるもんですから、そこをまずクリアにせ

んと、なかなか今のままちょっと中段を売却ということにはならないということが分かって

きました。これは予算で今調査業務をさせていただいているところなんですけれども。 

 それと、下段についていいますと、実は字図上、水路が通っています。実際、使われてい

るというか、水が流れているとですよね。なので、そこの付け替えをせんと、今のまま公有

水面まで入ったところで売却ということにならないもんですから、これまではそれこそ永林

寺保育園さん、今は工事残土置場ということで貸してはおりますけれども、最終的に民間に

売却ということになれば、そうした財産上の処理ということも必要になるというふうに思い

ます。ですので、今のところまだ残土置場で使ってはおりますけれども、まず、そうした条

件整備をさせていただく必要があるかなというふうに思っております。 

 それと、佐藤食品さんについて言えば、私も就任後、多分10回以上お会いをしていると思

います。１年に１回は必ず新潟本社にお邪魔をしておりますし、社長がこちらにお越しの際

には公式、非公式含めて必ずお会いをしております。ただ、以前から懸案というか、であり

ましたけれども、この岩屋住宅跡地も佐藤食品さんの米飯工場用地にというふうなことがか

つては言われておりましたが、これについても佐藤食品さんのほうから、あそこを米飯工場

用地として使う予定はないということは明確にお答えをいただいたのは数年以上ちょっと前

のお話ですよね。ですから、佐藤食品さんとはやはりそういう良好な関係を持ちながら、も

し佐藤食品様の事業計画の中で今後具体的な例えば新規工場とかいうふうなことがあれば、

ぜひそのときに候補の一つとして江北町も御検討をいただきたいという思いは伝わっており

ます。けれども、御存じのとおり、つい最近、新潟で本当に大きな米飯工場を造られたばか

りであります。これも御報告のとおりですけれども、そうした中で、今の時期に、しかも、

こういうコロナの影響も、どういう影響を受けておられるか分かりませんけれども、そうし

た中で、やはりこちらの思いだけではなかなかそうしたことは通じるものではありませんし、

やはり先ほどから申し上げているとおり、お互いタイミングというのがあるんだろうと思う

んですよね。ですから、そういうことも思いつつ、やはりしっかり関係を構築していくとい

うことが大事であるというふうに思いますし、単純に関係を構築するだけではなくて、具体
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的にそうしたまた事業計画を御検討のときの候補地として江北町の名前が上がるように、

そうした我々としても具体的な提案ということもこれからする必要があるというふうに思っ

ております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 それでは、続けて質問をします。 

 昨年は、永林寺保育園さんが新園舎建設期間中、仮園舎として貸出しをされていました。 

 そこでお聞きします。 

 １つ目、永林寺保育園さん以外にも貸出し等の依頼はあったのでしょうか。 

 それから２つ目、公園や憩いの場等の設置の考えはありますか。 

 ３つ目が、町民の方が使用できるような施設やスポーツ広場等への貸出しは考えられます

か。 

 以上、お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 それでは、御質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、１点目につきましては、現在、災害の残土置場として中段、下段を事業者のほうに

お貸ししております。これは早いところで令和元年11月からですね。一応予定としては８月

までお貸しをするようになっております。 

 それと、この件についてですけれども、建設課のほうに令和元年12月に上区の区長さんの

ほうから、下段をグラウンドゴルフ場に貸出ししてほしいというふうなことが口頭で相談が

あったというふうなことを聞いております。これについては普通財産でありますので、貸付

けについては問題ないと、可能であるというふうなことを申しまして、ただ、貸出しはでき

るんですけれども、整備をして貸し出すということは考えていないというふうなことでお答

えしたというふうに聞いております。 

 それと、２点目です。公園や憩いの場の設置というふうなことでありますけれども、この
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当該土地については、現在、公園等の設置は考えておりません。 

 ３点目、貸出しは考えられるかというふうなことですけれども、先ほどお話をしましたよ

うに、普通財産ということでありますので、貸付けをすることは可能であります。ただ、こ

の貸付けについても、先ほど言いましたように、町のほうで整備をするというふうなことは

今のところ考えておりませんので、現状のまま貸付けをするというふうなことになります。

貸付けにつきましては、普通財産の借受申請書を提出してもらうようになります。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 すみません。写真を見せますので、お願いします。 

 （パワーポイントを使用）これが下段のほうの永林寺保育園さんが使われたところですね。

残土置場にされていまして、今撤去されたと聞いていますので、ちょっと画面が小さいです

けど、これは北のほうから見たところですね。それから、次、これは同じ場所ですけれども、

こういう形で、奥のほうの砂のところは永林寺さんが使われていましたので、整備はある程

度できているとは思っています。これは逆に砂じゃないほうですので、まだセメント等のと

ころが残っている部分ですね。これは全体的な分です。 

 それで、質問をしたいと思いますけれども、ちょっと違う観点からですけれども、上分分

譲地のノウハウはうちのほうでも取得されたんじゃないかなと思いますけれども、その辺で

宅地分譲ができるかどうかについての考えとかはされたかどうか、お聞きしたいと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 以前にも坂井議員からだったですよね、岩屋住宅跡地の宅地分譲の可能性ということで御

質問をいただいていたというふうに思いますし、そのときにも申し上げましたとおりに、可

能性はあるかないかという意味ではあると。というか、私はもともと就任当初、前、言いま

したよね。町道を上ってぱっと見たときに、ちょうど元の家屋跡と道路があって、まさに分

譲宅地のようにしていたもんですから、ここは宅地分譲ということも考えられるなというこ

とはずっと思っておりました。 



- 64 - 

 ただ、何というんですかね、先ほどの上分分譲地と比べたときに、やはりこれはあくまで

も市場の中で決まっていくもんですから、それだけのニーズがあるのかどうなのかとか、こ

れも実はあそこを整備しただけじゃなくて、それこそ下水の施設であるとか、いろんなそう

いう基盤まで含めての宅地分譲ということになるもんですから、そこの投資効果というんで

すかね、そこは確認をする必要があるなというふうに思いますけれども、宅地分譲の可能性

ありやなしやということで言えば、繰り返しになりますけれども、あるというふうにお答え

していいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 それでは、これもほかの議員からも質問があっていましたけれども、今後、企業誘致への

試みですね、さきに町長のほうからいろんな形の設備の関係とか言われましたので、なかな

か私もこの辺はちょっと聞きにくいところもありますけれども、やはりあそこが企業誘致に

するには、今のところ江北町では現状のままでいけばまだ望みがあるかなとは思っています

ので、それをひとつ聞きたいと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○西原好文議長 

 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 今の御質問は、今１社分譲といいましょうか、実際、売却をしたわけですけれども、残り

の土地についても民間企業への売却の可能性はあるかということですか。（「求めますかと

いうことです」と呼ぶ者あり）もしそういう引き合いがあればお答えをしたいというふうに

思いますけど、ただ、先ほど申し上げたように、これも変なもんですよね。売りたいと言っ

ているのに、じゃ、買いたいと言うと、すぐに売れる状況にしていないというのは、これは

やはり私は不誠実だなというふうに反省をするわけですけれども。 

 ですから、先ほど申し上げたように、幾つかやっぱり条件というか、クリアせんばいかん

ところがあります。岩屋トンネルの防災対策との関係、それと、水路の付け替えは何という

んですか、ある意味付け替えるというか、物理的にも付け替えばせんばいかんわけですけれ

ども、その条件を当然クリアした上でということになります。 
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 中段のほうは、実際、工事に入るということになると少し時間がかかるんだろうと思うん

ですよね。防災対策であそこを使わんばらんということになれば。 

 ただ下段は、もし引き合いがあって具体的に話が進めば、それに併せて付け替えというこ

とも考えられるなというふうに思っておりますので、もしそうした御関心があられれば、ぜ

ひお問合せをいただければというふうには思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 それでは、最後の質問ですけれども、先ほど政策課長のほうから、貸出しの件につきまし

て、上区の方からグラウンドゴルフについての話がありました。私も区長さんのほうから３

月の段階でそういう話を聞いていまして、先ほどの答弁では、使用するには整備が必要とい

うことで、その整備については難しいという回答をさっき言われました。ただ、先ほど写真

で見せましたとおり、これからある程度整備をすればできそうな感じはうかがえます。 

 そこで、その分、今残土もなくなったことだからでありませんけれども、できればそうい

う形で多少の整備等をしていただくことはできないものか、もう一回お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 再質問にお答えをしたいと思います。 

 普通財産ということでありますので、今のところ目的が定まっていないというふうな中で、

当然整備をするには費用がかかります。費用を出す場合の根拠等も必要になってきますので、

現在のところは考えていないということでございます。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 現在のところと言われましたので、将来のために少しできないでしょうか、課長。当然、

側溝から何から、何でもかんでもやるとかなりの費用がかかると思います。ある程度の掘削
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等で、グラウンドゴルフ、ボールが転がる程度、そういう形でも地域の皆様には非常にあり

がたいんじゃないかなと思う気がしますけれども、いかがですかね。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。田中政策課長。 

○政策課長（田中盛方） 

 質問にお答えをしたいと思いますが、やはり何度も申し上げるようでございますけれども、

今のところ整備についてはちょっと考えていないということでありまして、そこのあたり状

況等ももう一度私のほうでも確認させていただきたいと思います。 

 ただ、今のところそのまま整備をする考えというのはないということでございます。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 しつこいようですけれども、最後に、上区の方だけの問題じゃなくて、上小田のいろんな

区長さんからのお願いも出ているわけですよ。今後そういう形で、いろんな方から嘆願書

じゃないですけれども、そういうお願い等を用意されるのかどうかはちょっと私も分かりま

せんけれども、そのままにしておくんやったら、何かしてくれんかなというのは聞いていま

す。ぜひともその辺は少し将来的にスポーツの町の、先ほどの議員の方も言われていました

けれども、多少考えていただく余地はないものか、もう一度お願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 スポーツの町だからということで、とにかくスポーツに関係するものは何でもせんといか

んということは、恐らくそういうことではないということは多分、池田議員も御理解いただ

いているんじゃないかなというふうに思います。 

 ここから先は少し知恵の出しどころじゃないんでしょうかね。おいどんが使いたかけんが、

整備して貸してくんしゃいということだけじゃなくて、貸してくるっぎ、おいどんででくっ

ことはすっばってんが、貸してくれんかにゃということだってあると思うんですよね。これ

からはまさにそういう知恵をお互い出し合うということが、何でも百点満点ということはな
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かなか今の世の中ないわけですよね。ですから、三者一両損とは言いませんけれども、お互

い何ができるのかということを考える中で、もしかするとそういう出口といいましょうか、

そうしたものは光明は見いだせるのかもしれないなというふうには思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 ７番池田君。 

○池田和幸議員 

 ありがとうございます。私も忘れていましたけど、町長が言われたことがですね、ほかの

地区の方々から、自分たちも何か一緒に作業をしたいということまで言われていました。も

し何かそういう工事的なものが必要であれば、してもいいけどということまで言われていま

すので、その辺また私も政策課等に話をしながら、今後いい方向になるよう頑張りたいと思

います。 

 終わります。 

○西原好文議長 

 ７番池田和幸君の一般質問をこれで終わります。 

 昼食のためしばらく休憩いたします。再開13時30分。 

午前11時40分 休憩 

午後１時30分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 午前中に引き続き、９番渕上正昭君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○渕上正昭議員 

 皆さんこんにちは。渕上正昭です。 

 新型コロナウイルス感染症は、中国の武漢市を中心に、たった数か月のうちに世界中に蔓

延をし、人の流れも経済も止まり、社会的、経済的に甚大な影響を及ぼしています。幾分収

まっているものの、これから第２波、第３波が予想されている中、コロナウイルスがどうい

う形で終息をするのか、終息したときに私たちはコロナウイルスの発生前とどのように変わ

るのか、これまでの習慣や社会常識を根本から見直すことが必要になるのではないかという

ふうに思っております。地震なり洪水、あるいは土砂災害、そういった自然災害はどちらか
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というと特定の地域において発生をし被害をもたらしますが、このコロナウイルスは国全体

に影響を及ぼす、ある意味未曾有の大災害と、大規模災害と言えるのではないかというふう

に思ってもおります。 

 それでは、通告に従い、３項目質問いたします。 

 まず、１項目め、新型コロナウイルスに関する対策について、２項目めが農業用ため池の

防災対策と町全体における排水計画について、３番目に災害時における水上バイクの活用に

ついて、以上３項目を質問いたしますので、御答弁をよろしくお願いいたします。 

 まず、１項目の新型コロナウイルスに関する対策について、３点お尋ねをいたします。 

 １点目、肥育牛農家、野菜農家、花卉農家への町独自の支援についてお伺いをいたします。 

 新型コロナウイルス感染症による農業関係者への影響が深刻となっております。特にイン

バウンド需要で下支えされていた和牛枝肉の価格が大幅に下落し、昨年の同時期、５月と

思ってもらって結構です。価格と比較いたしますと、１頭当たり400千円以上の収入減少と

なっております。収穫期のタマネギにおいても、外食産業などの業務用需要が落ち込み、競

りにもかけられない状況が出ている、また花卉にあっても、イベントや卒業式など学校行事

の中止や延期などで業務用需要が減少し、販売額の減少が非常に大きい。このような現状を

踏まえ、該当される農家への皆様に町独自としての支援をするべきだと考えますが、御見解

をお伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 ただいまの御質問にお答えしたいと思います。 

 肥育牛農家、野菜農家、花卉農家への町独自の支援についてということでありますが、お

答えする内容については、午前中も同じような質問があったかと思いますけれども、内容的

にはほぼ一緒であります。新型コロナの影響を受けて減少されたことによって市場価格が低

落するなど影響を受けた牛肉、花卉、野菜などの生産者農家の支援ということで、持続化給

付金であったり、町としても元気復活応援金の事業をしております。 

 タマネギで言えば、４月下旬に町のほうにも来られた方から、すき込み、単価が安いとい

うことからすき込みすることに対しての補助がないだろうかとか、すき込みしたらどうなる

だろうかと、影響の問い合わせがありました。それについては、補助については現時点では
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ないということと、すき込みについては普及センターのほうに問い合わせしますというよう

なことで普及センターのほうへも問い合わせをしたりしておりました。５月の初めに農水省

の佐賀県拠点から補正予算の概要等がありましたので、そのときに佐賀県拠点のほうにもタ

マネギについて何かないでしょうかという話はさせていただきました。 

 その後、そのとき問い合わせいただいた方が、特別定額給付金の申請に休日の日に来られ

たもんですから、たまたま私がおりましたので、お話を聞いて、そのときに一応持続化給付

金のお話もさせていただきました。 

 あと、５月12日だったと思うんですけれども、タマネギの産地といえば県内で白石地区が

主な産地になりますけれども、白石のほうではすき込みに対して助成をするということで

ＪＡさんのほうが出されたという話でありました。14日の日にトレーニングファームの会議

がありましたので、みどり地区の施設園芸の担当の方に白石地区ではすき込みのほうで助成

があるとなっていますけど、みどり地区はどうでしょうかとお尋ねをしました。白石地区は

タマネギ産地ということで、面積が大きいことからすき込みを決断されましたけれども、み

どり地区は出荷を延期すると、遅らせるということで、その分の需給調整をするというふう

なことでありました。 

 22日には、国、県の園芸支援の説明会等もあっております。最終的に28日に、当初、花卉

については次期作支援の50千円というふうなことを１次補正の中で言われていましたけど、

５月28日の２次補正の話の中で積み増しということで、50千円から800千円というふうなこ

との単価の引き上げ等もなされております。６月４日には県のほうで県産タマネギの支援を

行うというふうなことで、その資料の中に出荷された方については、10アール当たり70千円、

それとすき込みされた方については10アール当たり40千円というふうなことで予算化をする

というふうなことで出されました。 

 その後、面積がどれくらいを対象にしているのかはっきり分からなかったんですけれども、

５日の日に県のほうから、５月出荷の分に対して対象とするというふうなことになっている

ようです。ただ、そこら辺がまだ最終的にＪＡを通じたりとか事業者、出荷業者を通じてそ

の補助金については流す予定であるというふうなことであります。 

 畜産についても、言われたように400千円、役場のほうに来られて言われたのは300千円と

いう話ではあったんですけれども、同じような形で高額な損失が出ているということはあり

ます。 
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 町のほうとしても、今度７月４日にこども食堂を開催する予定でおります。その中で、今

回は焼き肉会をしたらどうかということで、町内産の肉及びタマネギ等をメインに食べてい

ただいたらということで、一応女性ネットワークのほうとお話をさせていただいて、先日、

その会議をしていただいて、一応そのように進めていくような形もしていますし、そのとき

に花の販売もできないかということで話があっているようであります。 

 また、花においては、佐賀県の花づくり推進協議会という団体がありまして、そちらのほ

うで国の事業に取り組んで、県内の小・中学校等での花の展示、そういうものを取り組まれ

る予定であるようです。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 ありがとうございました。いろいろと国、あるいは県、また町としてもいろいろ支援をさ

れているということは本当にありがたいというふうに思っております。 

 一例を申し上げますと、昨年の８月、佐賀豪雨で鶏舎内に浸水をいたしまして、ひな鳥が

１万羽以上死亡したという養鶏農家がおられます。このときも鶏ふんを産業廃棄物として処

理をする、その処理も幾らかの補助がありますよと、また、ひな鳥を買うのにも補助金があ

りますということで、いろいろと対策はありました。しかし、これを機にということではな

くて、ちょっと力を落とされて、経営意欲をなくされたということで、今は鶏舎だけが残っ

ている状況でもあります。そして、同じく佐賀豪雨の影響で水稲、大豆、また花卉も、ス

イートピーをつくっておられる方も被害を受けておられました。 

 私が一つお願いというか、今回の新型コロナウイルスの影響で収入が減少した農業者等が

先ほど言いましたように離職をされないように、あるいは規模縮小をしないように、営農継

続を促す観点から減資を要件としない支援が何かできないかということで、いま一度お聞き

したいというふうに思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。一ノ瀬産業課長。 

○産業課長（一ノ瀬和義） 

 ただいまの再質問の営農継続を促す上での支援というふうな形であります。 
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 私たちが何ができるかは分かりませんけど、農業者の声を伺いながら、できるものがあれ

ば取り組んでいきたいと思いますし、そういうふうな消費拡大になる手だてができるようで

あれば、それについては考えながら取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 減資を要件としない支援ということは、これからの状況を見て、できるものがあればやっ

ていきたいということで理解をいたしました。 

 今回、新型コロナウイルスの影響で休業や営業時間短縮の要請に応じた店舗に給付する佐

賀県の支援金150千円、これに上乗せする制度、江北町も江北型店舗休業支援金150千円が支

援をされました。休業された店舗の方から、本当に支給も早く大変助かりましたと。また、

持ちカエル！こうほく「グルメ」だよりも発行してもらって、テイクアウトの手配とか、そ

ういうこともしていただいて、本当にありがたかったですよという声も聞いております。

やっぱり顔が見えるというか、直接そういうふうなことをしていただくと、町民の方という

か、該当される方は非常にうれしく思っておられる、これは本当にそうなんですね。 

 一方、農業者以外にもまだいろいろおられますけれども、じゃ、農業者に対してどうだっ

たのかなと、大変ですね、そういうふうな声があったのかどうなのか。私が聞いた中では、

いや、町の職員さんは誰も来んさらんやったもんねと、これは別に産業課を言っているわけ

じゃないんですよ。これは町全体の、行政全体のことで、そこら辺、会議に行ったりとかな

んとかあったときは、ちょっとだけ回って、五、六分でも回って、どうですかと、大変です

ねというような声をかけていただければ、非常にきつかなりにも励みにもなるかなというふ

うな思いがしました。だから、冒頭言いましたように、そういった上乗せをしていただいた

方は本当にうれしいと、ありがたかったよというふうなことで、私たちにも声を届けていた

だきましたので、そういうことも今後、これは先ほど言いましたように、災害という形から

見れば、やっぱり大丈夫ですかという声をかけていただければ、非常にありがたかったなと

いうふうに思っております。 

 それでは、１項目については終わります。 

○西原好文議長 
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 答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 ただいま渕上議員の御指摘については、みずからも反省するところがあります。昨年の佐

賀豪雨、その前の西日本豪雨を含めて、余りにもといいましょうか、災害対応そのものに追

われてしまって、今おっしゃったような、町民の皆さんお一人お一人への目配りということ

については、少し足らなかったんじゃないかなということを思っております。もう少しそう

いう意味では、頭も心も少し余裕を持って仕事には臨まんばいかんなと思うんですけど、ど

うしても目が真っ黒になってしまって、そこに追われて、なかなか今御指摘いただいたよう

なところの配慮までができていなかったなというふうに思っております。それは昨年の佐賀

豪雨のときにも少しそういうことを議会の中でも御指摘いただきましたし、先ほどの御指摘

は私自身に対する御指摘じゃないかなというふうに反省もするところであります。 

 少しコロナも、終息はまだいたしませんけれども、今、小康状態といいましょうか、そう

いう状況でもありますから、また議会が終わりましたら、町内、いろんな現場のほうもお邪

魔をして、直接お声も聞かせていただくような時間もまた増やしていきたいというふうに

思っております。 

 それともう一点ですけれども、先ほどの産業課長の答弁は、私は今５年目になりますけれ

ども、これまでの一般質問における課長の答弁の中では一番いい答弁だったなというふうに

思います、身内ながら。やっぱり今回、特に新型コロナについては、産業課がそれこそ最初

の休業支援金からテイクアウトのグルメだよりから、今度はまたプレミアム付商品券、さら

にそれに３千円乗せた特産品、そして今回また元気復活応援金と、そして先ほどありました

ように、今、女性ネットワークのほうでしていただいているこども食堂ですか、それとうま

くコラボレーションができないかということで、今回、そうした町内の農産物を活用するよ

うなことも考えたりしてくれていますし、一つ大事なのを忘れていました。ふるさと便も、

これは一つ一つ封詰めして産業課の職員がやっているんですけれども、午前中の話ではない

ですけど、例えば、1,800件になりましたとか、44件の支払いをしていますとか、やっぱり

その数字そのものが担当課の頑張りへの結果なんですよね。何かの数字で、例えば、２平米

を４平米にしたら何になりますということとはまた少し違って、実際に自分たちが携わって

やったものの数字ということでありますし、今回、制度設計も含めて、非常にいろいろ議論

もいたしましたし、検討もいたしました。やっぱりそういうものが、もちろん至らぬところ
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もあるのかもしれませんけれども、一つ一つの実績が、結果が自信につながっているなとい

うふうに思いますし、それがまた、先ほどまさかそこまでいろいろ答弁をしてくれるとは思

わなかったぐらい、いろんな今の最新の状況についての説明をしたところだというふうに私

としては感じたところであります。 

 危機は組織を強くするという言葉がありますけれども、今回まさにそういう意味では我々

もコロナから試されているなというふうに思いますし、特に産業課は次から次に思いつくと

言うとあれですけど、そういう事業も一つ一つそれこそ心を込めてやってきてくれているん

じゃないかなというふうに思います。 

 ただ、それでもこれで全ての農業の支援ということにはならないというふうに思いますし、

多分これから秋口以降、日本全体の消費が冷え込むことによって、今のような直接的な影響

というだけではなくて、恐らくいろんなところに影響が出てくるんじゃないかなというふう

に思います。それについては、農業だけではなくて、引き続き商工業、または給与所得者の

方も含めた町全体について、そういう影響には敏感になっておく必要があるというふうに思

いますし、そういう意味でも、先ほどいただいた御指摘のように、やはり町の状況というの

を把握するためにも、町民の皆さんに直接お話を聞かせていただいたり、実際現場を見させ

ていただく機会を私自身、増やしていきたいと思っております。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 ありがとうございます。よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、次に第２項目め、避難所の収容人数と避難所での感染防止対策について、２つ

お伺いをいたします。 

 １つ目は、県は避難所における避難者同士の距離を半径２メートル以上を確保する考えを

示しておりますが、これを当町に当てはめると各避難所の収容人数は何名になるか、お伺い

をいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 
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 それでは、質問にお答えします。 

 避難所での収容人数ということですけど、県のほうが避難所の運営マニュアルの作成指針

を出されております。それで、できる限り他の家族、他の方との距離を最低２メートルの距

離を取るということで、うちの避難所で計算をすれば約600名ぐらいの数になります。です

けど、町としては避難所の避難収容人員が余りにも減ってしまうというようなことで、５月

29日に防災会議がございましたけど、その折に世帯単位での避難を考え、それと間仕切り、

パーテーションを使用した場合、それとあとさわやかスポーツセンターを避難所に加えると

いうことで、約1,100名の方の収容人員ということになります。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 私の質問は、合計では言っていただきましたけれども、各避難所の収容人員を教えていた

だけないでしょうか。 

○西原好文議長 

 山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、各避難所ごとの指定避難所における収容人数ということで、町独自に算定をし

た分でありますけど、まず１番目に、町の公民館のほうですけど、これが79名、老人福祉セ

ンターのほうで94名、老人福祉センターの別館は28名であります。それから、Ｂ＆Ｇ体育館

が122名、それからふれあい交流センターネイブルのほうが257名であります。それから、保

健センターが31名、それからさわやかスポーツセンター、今回新たに追加をした分ですけど、

ここが70名、それから、こどもセンターうるるが28名、それから、小学校体育館のほうが128

名、中学校の体育館のほうが166名、幼児教育センターのほうが103名で、合計の指定避難所

11か所で1,106名の収容人数ということになります。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 
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 午前中の同僚議員の一般質問の答弁として、従来の収容人数は４千何百人という答弁が

あったと思います。これは、実は私が昨年やったですかね、ただ２平米で割っただけではだ

めじゃないですかということで、修正をかけるということでありましたので、それをそのま

ま行っていただければほんに困るなというふうに思いましたので、それは防災会議で出して

なかったからできないということも前に聞きましたので、そこは当時1,900人ぐらいやった

ですかね、３平米か幾らで、通路をどかした上でしたら、そういう感じでちょっと報告は受

けておりましたけど、そういうことで、答弁というのはしっかり、どう言ったらいいですか

ね、せっかく質問をした中で、そういうふうに検討しますということを言っておって、また

同じような回答、答弁をされると、何もしとらんやっかいという形になりますので、間違っ

た情報を町民の方に与えないほうがいいのかなというふうに思いましたので、そこだけは

ちょっと注意をさせていただきます。 

 家族等も含めたところで1,106名ということになりましたけど、今、分散避難という言葉

をよく活字でも見ますし、テレビでも聞きます。1,100人というのが当然少ないわけですね。

東日本大震災、あるいは熊本地震の中で車中泊の避難者が多かったということを検証されて

おりまして、これからは車中泊あたりも出てくるんじゃないか、あるいはテントでの避難と

いうことも出てくるんではないかというふうに思います。そういうところも対応策というか、

考えてはおられると思いますけど、そういったところもしっかりと今度の避難所運営マニュ

アル作成指針、これは見ておりませんけど、そういうものがあるんであれば、そこあたりも

早急にしたほうがいいんじゃないかなというのが１点。 

 それから、地区の集会所であったり、コミュニティーセンターであったり、公民館だった

り、そういった地区の公民館等についても考えられたらどうなのかなと。というのは、浸水

地域、浸水でどうもここの公民館はちょっと水かさが上がるよねとか、あるいはこの辺だっ

たらそう大したことはないなとか、そういうふうな公民館によっては避難所としてなり得る

施設になるのかなと。例えば、六角川、あるいは牛津川周辺にある公民館等はどうしても30、

40、50の水深であれば、浸水する高さがですね、そういったところは仕切り板あたりをつ

くって、そこに設置をして、何とかそこの地域の方は、弱者と言われる高齢者とか、遠くの

指定避難所に行くよりも、そういったところがいいなという方も避難できるようにされたら

どうなのかなというのがあります。 

 それから、今日の新聞だったと思いますけど、国交省が避難所の耐震化と言いよったかな、
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そういうふうに避難所を改修したりとか、そういうふうな施設の増強とか、そういったもの

については、財政支援を考えていますと、今年度ではなかったかも分かりません。令和３年

度からやったとかな。そういうふうなこともありますので、もう少し幅広く避難所を検討さ

れたらどうなのかなとふうに思います。 

 そこで、分散避難所を今の1,100人から、あるいは今の指定避難所11からもっとどういう

ふうに増やそうかなという考えがあるかないかをお聞かせください。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、再質問にお答えをしたいと思います。 

 まず、分散避難の件なんですけど、先ほど渕上議員言われたように、江北町の場合は人口

が9,700人で、今、町のほうが定めた指定避難所で1,106名しか収容できないということであ

りますので、もし全体的に豪雨等があって避難をされる場合、避難所では収容できないとい

うのが現実であります。そこで、今からは新型コロナウイルス感染症の対策を講じた避難所

運営が必要ということでありますので、今、議員のほうから御指摘があったように、分散避

難の検討もしていく必要があると思います。その中には分散避難ですので、その地区によっ

ていろいろ状況が違うと思います。例えば、先ほど言われた六角川沿いとか牛津川周辺の地

域については浸水被害がありますし、山手のほうについては崖崩れとかがありますので、そ

ういったことも考えて、それからもう一つ、分散避難ですから、そういった川沿いの地区に

ついては垂直避難をしていただくとか、それとか親戚とか知人の家とかに前もって避難をし

ていただくとか、それから、今ありました地区の集会所で、防災上そこが避難に適したとこ

ろかどうかというのも町のほうで把握をきちっとして、例えば、大雨のときに一時的に避難

できるところであれば、高齢者とか要援護者についてはそちらのほうに最初に避難をしてい

ただくとか、そういったことも考えていく必要があると思います。 

 それから、先ほど今日の新聞に載っていたということで避難所の御紹介がありましたけど、

国のほうでは避難所をできるだけ増やしなさいというようなことで言われておりますので、

今後はまた避難所についても増やしていくということで考えていく必要があるんじゃないか

なというふうに思っております。 

 それと、避難所も余り増やすと、ちょっと職員の数も要りますので、最初は町のほうで考
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えているのは、まず最初に地区ごとに避難勧告を出しますけど、そのときはとりあえずは最

初は老人福祉センターとネイブルを指定避難所として最初に開けて、後で逐次足らない、収

容できない場合はしていくというふうに考えておりますけど、今言われたとおり、地区の集

会所等で避難ができるところであれば、そういったところも利用をしていただくように、今

後、町民の方に対して広報等もしていく必要があるというふうに考えております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 地区の集会所あたりにも避難をしていただくということであれば、当然安全な避難所とな

るべく対応した上でのことだというふうに思いますので、こういうものは早急に手をつけて

いただきたいというふうに思っております。 

 そして、これはちょっと質問とは違うんですけど、よく避難の対象者の中で避難所に来た

た方が何％というような報道がありますが、これは余りどうなのかなというふうに、それを

聞くたびに思うんですけど、先ほども言われた分散避難あたりも、自分のほうは浸水しても

そがん大したことなかけん、垂直避難でもいいやというふうな方たちも避難をしたところが

避難所という考え方を持てば、それはパーセントはどんどん上がっていくわけで、ちょっと

これは余分なことかも分かりませんけど、避難対象者で指定避難所に行った人が何％で、そ

こがよかったとか悪かったとか、そういうばかりではないのではないかなというふうに私は

思っております。 

 それでは、２つ目です。東日本大震災や熊本地震では避難所においてインフルエンザなど

の呼吸器系の感染症の流行や感染性の胃腸炎などの胃腸消化器系の感染症が発生したと報告

されております。新型コロナウイルスの感染が終息を見ない中、地震、洪水、土砂崩れなど

の自然災害が発生した場合、避難所での密閉、密集、密接の３密となる可能性が高く、集団

感染が発生するおそれが強いと思われますが、避難所での感染防止についてどのような対策

を考えているか、お伺いをいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 
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 それでは、質問にお答えします。 

 避難所での感染防止対策についてということであります。これは午前中に三苫議員のほう

からも御質問があって答弁をしたところでありますけど、まず、感染症の感染予防対策の徹

底ということが一番だと思います。まず、避難所での受付については、避難者カードに名前

を書いていただいて、住所まで書いていただく、それから検温を実施する、そこで熱がある

人については一般の健康な方の避難とは別室を用意するということを行いたいと思います。 

 それから、共同で使用する部分がありますので、そういったところについては消毒の徹底

を行うというようなことも必要かと思います。 

 また、今言われたとおり、３密が一番いけませんので、十分な換気と避難をされた方の間

隔を取るスペースをですね。今回、先ほども言いましたけど、パーティションの購入を考え

ておりますけど、来るのがちょっと今回の８月ぐらいまでには間に合わない可能性もありま

すので、それまでに避難勧告等を出した場合の避難所の在り方については、総務課なり、避

難所運営に携わる職員を入れて、そこの場所に行って、実際にどういった手続で行うかとい

うことをする必要があるので、検証を行いたいというふうに考えております。 

 それから、避難所においては、今、福祉課のほうに保健師のほうが５名ほどいますので、

避難所については保健師の配置、もしくは巡回で回るような形で対応するということで避難

所の感染防止対策を十分図っていきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 避難所には保健師さんを配置するということでありますけど、昨年の豪雨災害は、避難所

にも行けない状況になったりとかありましたので、その前に配置をするということでしょう。

避難所を開設したら、そこに置くということですよね。ただ、掛け持ちであればそういうこ

ともあり得ますよということで、その辺も含めて検討されたほうがいいのかなということと、

受付で検温するということでありますので、検温も幾らか離れて随時やるわけでしょうけど、

雨の日とか、あるいは寒い時期などはそこにずっと立たすわけにいきませんので、もし入り

口あたりで検温するということであれば、来られたら車の中でするのも一つの方法なのかな

というのは思いますので、その辺も検討をしていただければというふうに思います。 
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 避難所の運営については、基本的にはそこの区長さんというか、責任者の方が２日目、３

日目ぐらいからはするというふうに現在ではなっていますよね。そういうところも、まだこ

ういったコロナ関係でいえば、じゃそこまで大丈夫なのかなということもありますので、そ

の辺はどういうふうに考えておられるのか、今後のことだろうとは思いますけど、何か考え

があれば教えていただければと思います。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、再質問にお答えします。 

 検温の仕方について先ほどありましたけど、今言われたとおり、災害のときに避難をして

いただくときに雨が降っている場合も想定されますので、車中での検温とか、それから受付

の箇所を増やすとかして、それは３密を避けるような形で受付は行っていきたいというふう

に思います。 

 それから、避難所での在り方ですけど、当初、避難所の設置については、町のほうで設置

をして、今までが避難所を開いても大体２日ぐらいということで、町の職員が避難所運営に

当たったわけですけど、将来的に例えば大地震が来たりして、避難所生活が長くなった場合

については、例えば、そこの避難所で町民の方自らが避難所の運営に携わっていただくとい

うようなことも想定されますので、そこは区長さんだけでなく区の役員さんにも協力をいた

だくことになると思いますので、そこは区長会なり分館長会、そういったところで事前にお

話をしながら、今後の避難所の運営の在り方については考えていきたいというふうに思いま

す。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 ひとつよろしくお願いを申し上げます。 

 それでは、最後に新型コロナウイルス感染症対策業務継続計画、ＢＣＰの策定についてお

伺いいたします。 

 新型コロナウイルスに関して人は免疫を持たないために、役場職員が感染することも予想
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されます。感染した職員からの集団感染の発生を防止するために濃厚接触した職員は、２週

間の自宅待機をしなければならないことから、人員減の体制で業務を継続できるよう、感染

症に係るＢＣＰを作成すべきと考えますが、御見解をお伺いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 質問にお答えします。 

 新型コロナウイルス感染症対策に係る業務継続計画の策定についてということであります。 

 町のほうでは、今年の４月に新型インフルエンザ等対策業務継続計画を、これは平成25年

に作成をした分でありますけど、その分を今回改訂しております。しかし、この分について

は、感染症全般的なところでの計画で、その業務については各課ごとにＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄとい

うことで業務の重要度を、感染症が発生しても従来どおり継続しなければならない業務をＡ

として、次にＢで縮小して対応する業務、Ｃとして中止・延期する業務、それからＤとして

使用を中止する施設ということで業務継続計画を策定はしております。ただし、これが直接

今回の新型コロナウイルス感染症が、例えば、先ほど言われたとおり、職員の中に感染者が

出たとして、濃厚接触者が何名かいたとした場合は、例えば、町民課で出た場合は町民課の

職員は全員自宅待機になると思います。そして、１日だけは役場のほうを閉庁いたしまして

全部消毒をする必要もありますし、それから業務については町民課のほうでは窓口業務もい

ろいろありますので、そういったときはほかの課から、例えば、前にそこにいた職員とかが

応援に行くとか、そういったことが必要になってくると思います。ですので、総務課で話し

合った中では、この業務継続計画の中でまだコロナについてはワクチンが開発をされており

ませんので、業務継続計画をもう少し強めた、例えば、Ａの従来どおり継続しなければなら

ない業務のもう一個上にさらに強い、絶対しなければならないという業務をつけ加える等し

て、少し修正を加える必要があるかなということで思っておりますので、この分については

総務課のほうで福祉課と連携を取りながら、コロナに対応した業務継続計画の作成を考えて

いきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 渕上君。 
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○渕上正昭議員 

 早急に検討し、作成されたほうがいいかと思いますので、よろしくお願いしておきます。 

 それでは、２項目の農業用ため池の防災対策と町全体における排水計画についてお尋ねを

いたします。 

 農業用ため池の防災対策については、制度や現況を把握した上で必要な対策を講じていき

ますと、また、町全体における排水計画を令和２年の雨季前までに策定する必要があるとい

うふうに言われておりましたが、その進捗状況についてお伺いを、今どういうふうになって

いるか、御答弁をお願いいたします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 質問にお答えします。 

 町全体における排水計画の進捗状況ということでございます。これにつきましては、町長

のほうから今年の雨季前までに策定するように指示を受けておりました。しかし、現在のと

ころ策定できていないというのが実情であります。 

 これまでの計画、その前の計画があるんですけど、環境の変化とか最近の豪雨等を見れば、

内水氾濫による浸水も起きておりますので、早急に策定を行う必要があるということで、早

急に策定をするようにしていきたいというふうに思います。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 何かスピードが遅いなというふうに思っております。今回、排水計画をする上において、

やっぱりかんがい期とかんがい期でないとき、それからもう一つ私が思うのは、県河川で

あったりとか、あるいは町の主要河川、そういったところの、もともとの断面というか、容

量というのが１時間の雨量が50ミリとか60ミリあたりで計算されてつくられたということも

聞いておりますけど、今は昨年のように100ミリが降るような時代であります。ですので、

そこは県河川であれば県との協議もあろうかと思いますけど、あと町内の支川、河川につい

ては、要するに河川の中に堆積土砂等があると、だから、治水上、支障になる場合は取り除

くということも必要になるんじゃないかというふうに思っていますので、ぜひそのところも
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調査なんかをして、どれぐらい本当に堆積しているのかどうなのか、その辺も含めた上で、

排水をする上で、例えば100％もともとは容量があるのが、堆積しているから80％しか今水

がたまっていないと、じゃ下から元に戻せばその分日頃はもう少し下げておかれるわけです

よね。そういうことも含めて、ぜひ計画を立てていただきたいなと。その前に、こういうと

も並行して調査あたりもしていただきたいというふうに思っています。 

 県河川であれば、当然相手がおられることですから、その辺の協議等も含めてしていただ

ければというふうに思っていますが、どうでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。武富建務課長。 

○建設課長（武富和隆） 

 再質問にお答えしたいと思います。 

 河川の堆積土のしゅんせつということであります。今、御質問のあった古川につきまして

は県管理河川でありますので、今後、排水計画の見直しを行いまして、県の担当者と、今、

古川のしゅんせつについて協議を、話を行っているところでございます。今後、県と連携を

しながら状況を把握して、しゅんせつの要望を行いたいと考えております。 

 それと、あと町内の幹線水路につきましても、防災の観点から取水量の確保が必要である

と考えております。まずは堆積土の状況を把握することが必要かと思いますので、今後、調

査を含めて計画策定に合わせて考えていきたいと考えております。 

○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 とにかく早急に手をつけていただきたい。 

 それから、総務課長に申し上げますけど、町内から流れる水、要するに各臨鉱ポンプあた

りとか、あります。どこにどれぐらいの町内の水がどこにどれぐらいの水が流れますよとい

う計画はもともとあったわけで、ため池ということであれば、ため池も幾らか落としてもら

うということであれば、だから、そこら辺は基礎部分があるわけですから、これは早急にし

てもらいたいなというふうに思っています。答弁は要りません。この件はこれで終わります。

ちょっと時間が全くなくなりましたので、次に行っていいですか。 

 では、最後の３項目めです。再度問うということで、災害時における水上バイクの活用に
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ついてお伺いをいたします。 

 これまで一般質問した中で、未解決のものや進行中のもの、また全く動きがないものにつ

いて、その後どうなったかなという視点で質問させてもらいます。というのは、やっぱりこ

ういうふうなケーブルワンで見られた人とか議会だよりで見た人が、あいはどがんなったと

いうふうなことをよく聞かれるんですね、関心のある分野については。いや、それはまだや

もんねというふうな回答しかできない部分もありますので、まだできていませんよという回

答を聞くんですけれども、そこでちょっとお聞きしたいと思いますけど、豪雨等により浸水

被害が発生した際に活動する救命ボート等との連携による救助活動や住宅等で避難されてい

る住民への食料、飲料水などの物資搬送を行うため、町内で水上バイクを所有する方たちと

の協定などの協議結果についてお伺いをいたします。その後どうなったのか聞きたいと思い

ます。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 質問にお答えします。 

 災害時における水上バイクの活用についてということで、昨年９月の議会の折に、議員の

ほうから質問というか、提案をいただきまして、その後、水上バイクの所有の方と数回協議

を行いました。町の考え方として、災害時にそういった水上バイクでの救助とか物資の搬送

をしていただくことについては大変ありがたいということでお話をして、町の考え方として

は、ボランティア活動でいいですので、強制ではないと、ボランティアでの協力をお願いし

ますということで、あと水上バイクの所有者とか免許を持っている方の中で代表者を決めて

いただいて、最終的には協力の覚書を交わしたいというようなことで御提案をしたところで

あります。その後、水上バイクの所有者の方、数名の方と話をしたわけですけど、その中で

はボランティア活動ではあるけれども、保障がないだろうかというようなことでお話があり

ました。それで、現在まだ保障関係について協議を行っているところであって、町のほうと

してはボランティア活動としての協力をお願いできないだろうかと。数名の方は保障とかは

いいですよということで言われてもおりますので、早い段階で代表者を決めていただいて、

覚書が交わせるようにしていきたいというふうに思います。 

 以上です。 
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○西原好文議長 

 渕上君。 

○渕上正昭議員 

 はっきり申し上げますと、非常に何というかな、一月、二月の間に事を済ませるというこ

とではなくて、そう時間がかからなくてもいいのに何でこんなに時間がかかるのかなという

のが率直な私の疑問であります。 

 水上バイクについても、一般質問する半年ぐらい前にもこういうことがあっていますよと、

その辺、会って話したらどうですかということも言った上で、なかなか進まないものですか

ら、一般質問という形になりました。 

 排水計画も、もともとはそういうふうにできている基礎があるもんですから、そこはあと

は自分たちの中でどういうふうに流そうかと、そういうふうなことなんだろうと思います。 

 この前、３月に町の業務計画、ＢＣＰができ上がったということで、私もまだ見てはおり

ませんけれども、そういうふうにして町長も昨日、所信表明の中で言われたように、町民の

安全・安心が一丁目一番地だよというふうなことを言われました。私もそうだろうと思いま

す。行政は町民の安全・安心を守るということなんですね。だから、一番そこに集約されて

いるのが今のところ総務課という形になりますけど、ぜひ先延ばしせずに一つ一つ早く手を

つけて解決をしていくということでお願いをして、私の質問を終わります。 

○西原好文議長 

 ９番渕上正昭君の一般質問をこれで終わります。 

 しばらく休憩いたします。 

午後２時30分 休憩 

午後２時40分 再開 

○西原好文議長 

 再開いたします。 

 １番石津圭太君の発言を許可いたします。御登壇願います。 

○石津圭太議員 

 こんにちは。一般質問通告書により質問をさせていただきます。 

 ①なんですけど、マイクロバスの活用についてなんですけど、町所有のマイクロバスを町

内の社会体育活動と中学校の部活動に貸し出すことはできないかということなんですけど、
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現在、町外への練習試合、また県外への遠征はレンタカー、保護者の自家用などを使用して

いる状況であります。町所有のマイクロバスが利用可能になれば、保護者たちの金銭的負担、

肉体的負担も軽減できるのではないかと思われます。どのくらいの頻度でマイクロバスは活

用されているのか、その点もお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 それでは、質問にお答えいたします。 

 まず、町所有のマイクロバスの町内の社会体育活動、それから中学校部活への貸出しがで

きないかということでの御質問であります。 

 町のマイクロバスにつきましては、まず、町が主催する事業、それから行事等で使用する

場合を第一に優先しております。それから、そのほかに関係団体については、こういった町

が使用するとき以外で空いた時間に貸出しを認めているという状況であります。 

 仮に、先ほど議員のほうから要望がありました社会体育活動とか中学の部活にちょっと貸

出しをした場合については、申込みが殺到をするのではないかというふうなことも考えてお

ります。 

 そこで、貸出しをした場合の問題点もいろいろ総務課のほうで考えたわけですけど、まず、

安全性の確保ですね。走行距離とか利用頻度が増えた場合について、町のマイクロバスにつ

いてはレンタカー業とかバス・タクシー事業者のように整備管理者とか運行管理者が配置を

されているわけではありませんので、運行をするときに、今、町で委託をしている方がい

らっしゃいますけど、その方に委託契約をして運行をする場合の安全点検をしていただいて、

運転をお願いしているところであります。 

 それから、事故の際の職員の対応と町の責任についてなんですけど、例えば、仮にちょっ

と車だけ、マイクロバスだけ貸出しをした場合については、保険はバスのほうに任意の保険

を掛けておりますので、そちらのほうで対応ができるんですけど、町のほうがちょっと、例

えばマイクロバスだけ貸出しをして何か事故等があった場合の町の責任もあると。それから、

車両のみを貸し出した場合を想定したら、運転をされる方がちょっと車に多くの子供たちを

乗せていくということで、その運転をされる方の精神的な負担もあるんじゃないかなという

こと。あと、貸出しをできるようにした場合については、特定の部やクラブにちょっと利用
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が偏るのではないかというふうなことを思って、今後の運用については現行どおりでやって

いきたいというふうに考えております。 

 それともう一点、年間の利用状況ということで御質問でありますけど、行き先については、

これは令和元年度の実績なんですけど、年間71回の利用であります。町内が23回で県内への

利用が46回、それから県外に２回行っております。これについては、産業課関係の研修に２

回行っているという状況であります。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 実は、このマイクロバスの活用についての質問は３月議会で質問をする予定だった内容な

んですけれども、その前にマイクロバスの活用方法については総務課のほうにもちょっと足

を運ばせていただいて、貸出しは可能か、そういうふうなことを質問したり、話をしには

行ったと思うんですけれども、一番最初の回答は保険等がちょっと問題点であるというよう

な回答が返ってきたんですけど、３月のときに連絡があったのが保険のほうはクリアしまし

たと。保険のほうはクリアしましたということは、クリアということは貸出しの方向に進ん

でいるということですよね。じゃないんですかね。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 再質問にお答えをいたします。 

 石津議員が３月に質問をされた折に、一応、総務課のほうに来られてちょっと質問の内容

について御説明をされたということで、そのときに当初、車の運転についてはちょっと貸出

しをした場合、町が委託した人以外が保険の対象にならないと担当職員は思っていたわけな

んですけど、後でうちのほうが保険に加入をしている佐賀県町村会のほうに確認をしたんで

すよ。そしたら、公用車についてはちゃんと貸出簿にて管理を行えば、職員以外が運転して

も自動車保険の対象になるという回答を受けた、その点が前言っていた町職員とか、うちが

委託した人以外が運転をした場合は保険の対象にならないと思っていたんですけど、それが

職員以外が運転しても管理をちゃんとしておけば、その分も保険の対象にはなりますのでと
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いうことで、そこがクリアをしたということで職員は回答したいというふうに聞いておりま

す。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 そしたら、こっちの勘違いというか、クリアしたというならば、３月にこれを提出したん

ですけれども、この３か月間で何か進んだのかなと思って、再度、ここで質問を出したんで

すよね。 

 今、答えられたのは、３月にちょっと一般質問がなくて担当課に話に行った折に聞いたの

と何も変わっていない答えだったんですよ。だから、自分はこの３か月間で何か進展があっ

たのかなと思ったんですけど、ということは貸出しはしないというか、そっちの方向という

ことですかね。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 再質問にお答えをしたいと思います。 

 先ほども答弁をいたしましたけど、マイクロバスの使用については現行のままということ

であります。 

 しかし、現行のままというのも、マイクロバスの管理規定の第３条で使用の範囲を定めて

おります。この中で、先ほど言いました「町の主催する事業、行事等に使用する場合。」が

まず最初に来て、その後に「町の関係機関等が主催又は参加する事業、行事等で総務課長が

必要と認めた場合。」については貸出しをするということでなっております。 

 先ほど現行のままと言いましたけど、町が主催する事業、行事等の使用予定が入っていて

も、どうしても必要な場合、例えば、部活等で公式戦に限り認めるなどの条件をつけて貸出

しはできるのかなというふうに思います。 

 ここでちょっと紹介なんですけど、県内の町の公用車のマイクロバスの利用状況なんです

けど、これは御紹介なんですけど、マイクロバスがない町が２町あります。江北町を含めて、

あと８町がマイクロバスがあるんですけど、玄海町の場合はスクールバスの利用をされてお
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ります。スクールバスですので、ちょっとマイクロバスとはまた違った運行の仕方ですけど、

あとの７町ですね。江北を除いたら６町が、ちょっとマイクロバスの運用をされているんで

すけど、その中で部活への利用を認めている町が２町あります。これはみやき町と太良町で

ございます。あと、事情によって認めているというのが大町町が１町あります。あと、認め

ていないのが３町であります。そして、ちょっとよその状況を見たら、太良町については現

在１台あると。部活に一応使ってもらっているのは、昔が教育委員会のほうに１台マイクロ

バスがあったそうです。そこで、部活等とか、あと社会体育に利用されていたので、そのマ

イクロバスがなくなって総務課の１台だけになったということで、今は総務課のほうで管理

をされている車で部活とかに利用されているんですけど、これも公式戦に限って１大会に１

回とかされているようです。それからみやき町については、ここも所有台数は１台であるん

ですけど、車両のみの貸出しをされているということであります。ここについても地区予選

を経て県大会や九州大会へ出場する場合のみ、日帰りでの貸出しを行っているという状況で

あります。 

 それで、総務課のほうも３月に質問をいただいて、その後、協議をずっと行ったんですけ

ど、安全性の確保とか、そういったもろもろの問題等、先ほど言いましたけど、そういった

ことを勘案して、ちょっと貸出しは現行どおりということでお願いをしたいと。 

 ただし、今言ったとおり、公式戦とか、町を代表して九州大会とか県大会とか行かれる場

合については、条件をつけて、そういったことについては、貸出しはできるのかなというふ

うに思っております。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 だから、３月にこの通告書を出して、３か月間で結局、今、答えてもらったのは分かると

ですけど、それはこの３か月間で報告があれば、別にここで質問をする必要もなかったこと

なのかなと自分は思うんですけど、何も報告がなかったんですけど、どうでしょうか。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 
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 再質問にお答えします。 

 ３月に御質問をいただいた後に、一般質問が中止になって、質問を受けていたことについ

て、うちのほうの回答を石津議員に出していなかったのはちょっと申し訳ないなと思います。

今回、またこういった質問を受けましたので、再度検討をしたんですけど、ちょっと現行の

ままということであります。 

 ただ、３月に質問をいただいて、その途中のことを言わなかったことについては、そのこ

とについてはおわびをしたいというふうに思います。 

 以上です。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 そしたら、現行どおり、もう検討はされないということですよね。 

○西原好文議長 

 答弁求めます。山中総務課長。 

○総務課長（山中晴巳） 

 再質問にお答えします。 

 先ほど答弁をしたとおり、運行については現行のままでお願いをして、もしどうしても、

例えば県大会とか九州大会等に出場をすると、町を代表して、県を代表して出場をされると

いうふうな場合については、町のほうで町の行事とが入っていないときに限り許可を出すと

いうことで御了承願いたいというふうに思いますけど。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 結局、この３か月何も多分、話は進んでなかったんじゃないかなと思うんですよね。とい

うのは、真実味のはっきり言うてなかとですよ。 

 そこで、普通やったら報告があると思うんですけど、また、ここで同じような質問をせん

ばいかんごと自分もなったとですけど、本当に協議をされたのかですね。思いますけど、分

りました。分りましたというか、どうですか、本当に協議をされたんですか。 

○西原好文議長 
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 石津議員、先ほど来ね、同じ質問と答弁になって、これ以上の回答は出てこないと思うん

ですけど、どうですか。 

○石津圭太議員 

 分りました。そしたら、続きをちょっと担当課に行って話をさせてもらいます。 

○西原好文議長 

 次、行ってください。１番石津君。 

○石津圭太議員 

 そしたら、次に②のほうに行かせていただきたいと思います。 

 買い物弱者への対策についてですけれども、町内の食料品店の廃業や閉店、商店街が衰退

したことに伴い、過疎地域からの買い物弱者への負担、影響ともに江北町は深刻であると思

われます。町内事業者と連携してできるものはないか、質問したいと思います。 

 日常購入する食料品などは、郊外型大型店が増加し、競争が激化、そのあおりを受け、地

域の食料品店の廃業、閉店が相次ぎ、既存商店街が衰退しました。 

 一方、高齢化による経済的負担や運転技術の低下などを理由に自転車、循環バスを用いる

消費者は一度の買い物の量や時間に大きな制約を受けます。最も厳しいのが、加齢とともに

身体機能が低下し、歩いて買い物へ行くことが難しくなることだけではなく、循環バスなど

の停留所までの移動も困難な方が増加することであります。 

 買い物弱者に生じる影響として高齢者の外出頻度の低下による生きがいの喪失、商店まで

の距離が遠くなることにより高齢者などの転倒事故リスクの増大、生鮮商品を日常的に購入

できず、栄養が偏り健康リスクの増大などによる医療費や介護費の増加の可能性があり、今

後も過疎化、高齢化が進行し、買い物弱者への負担、影響ともに深刻であります。 

 そこで、これからの町としての考えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

○西原好文議長 

 ただいまの質問に対し、答弁を求めます。山田町長。 

○町長（山田恭輔） 

 午前中の御質問でも少しお答えをいたしましたし、今議会の冒頭でも私なりの時代認識と

いいましょうか、今回の新型コロナの対応関係も含めまして、少しお話をさせていただいた

ところであります。 

 あと２年で町制施行70周年を迎えるわけでありますけれども、私としては、ぜひ町制施行
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100年をこの江北町が江北町として、しかも活力ある町として迎えたいというふうに思って

おりますし、そのためには、人間でいえば70歳になる前のこの２年間というのが、人でいえ

ば、今までの生活態度の見直し、また、これからの30年を展望して、いろんな見直しなどを

やっぱりやっていかんばいかん時期だというふうに思っています。それが持続性であり、多

様性であり、自発性ということなんですけど、そういう時代認識に立って今回も公約を掲げ

させていただきました。まさに新時代に江北町が生き抜くために必要なことを書かせていた

だいたわけでありますけれども、その中でも買い物弱者への対策というようなことを書かせ

ていただいて、助け合いのまちづくりを進めていきたいというふうに書きました。 

 ここは、先ほど石津議員が御指摘のとおりであるんですけれども、もう一方の見方をする

と、かつて、それこそ炭鉱閉山から50周年がたったわけですけれども、かつてのように、か

つての華やかりし頃とはやはり違って、町内ででも商店街の衰退等が著しいわけであります

けれども、さりとて、ではまた同じように、炭鉱の時代のように人が大勢住むようなことに

なるのかというと、やはりそうではないということの中で、やはり町内で事業を行っていた

だいている皆さん方にとっても、これから30年後まで事業ができるかどうかというのは本当

に大事なことなんだろうというふうに思います。もちろん、中には全国に打って出て事業展

開をしておられる事業者の方も、わずかではありますけれども、いらっしゃいます。そこま

ではないにしても、九州であるとか県内も店舗を構えて事業展開をされていらっしゃるよう

なところもありますし、言ってみれば、今はインターネット販売が非常に盛んなわけですか

ら、そういうものを通じてマーケットとしては日本国中を、もっというなら世界を対象に商

売をしておられる方もいらっしゃいます。 

 ただ、恐らくそうではないであろう多くの事業者の方にとってみても、幸い、平成の時代、

江北町は人口が減っていないわけですけれども、これからも極力維持をしていきたいという

ふうに思いますが、やはり一定の人口減少、また高齢化というのは進むわけであります。 

 そうすると、やはり原点回帰というか、これからこそ江北町、町民の皆さんをやはり対象

にした事業展開ということを、ここで、もしかすると再構築をしていただくタイミングなん

じゃないかなというふうに思います。 

 そういう中で、御指摘いただいたような、例えば買い物の支援であるとか、今回はお持ち

帰りが多かったですけれども、それでも宅配とかこうしたものは、やはり私は今回の新型コ

ロナの対応だけではなくて、これからの新しい時代に町内の事業者さんが継続して事業を
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行っていただくための一つの私は道なんじゃないかなというふうに思います。 

 ある意味、ピンチはチャンスと言いますけど、今回、新型コロナで先ほどのお持ち帰りで

あるとか、こうしたものは、既にその端緒は着手をしていただいていますので、やはりここ

をしっかり捉まえて町でも必要な支援もせんばいかんというふうに思いますし、場合によっ

ては、少し町のほうでその仕組みをつくって、それを町内の事業者さんに呼びかけるという

ことが必要かもしらんなというふうには思っています。 

 何でかというと、私が就任直後から取り組みましたふるさと納税についても、あれは町で

仕組みをつくって、そして呼びかけて初めて町内の事業者さんが呼応していただいたという

ことがあったもんですから、単純に町内の事業者さんたちもそういうのに頑張ってください

というだけではなくて、制度設計というんですかね、そういうものは町のほうでして、それ

に参画を呼びかけるような形がいいんじゃないかなというふうに思っています。 

 実は、断片的には、例えば社協のもやいもんであるとか、これもなかなかこれも今、低調

なんですけどね。やっぱり実は、個別にはそういう助け合いというようなこととか、そうい

う福祉的な支援サービスというのもあるもんですから、今年度中にそうした町内のいろんな

助け合い、また買い物を含めた、福祉的なものも含めた制度設計というんですかね、仕組み

づくりを今年度中にしたいなというふうに思います。ぜひそういう中で、今回、例えば、お

持ち帰りであるとか、デリバリーであるとか、そういうことに取り組んでいただいた皆さん

だけではなくて、町内の事業者さんにも、ぜひ多く参画をしていただきたいなというふうに

思います。 

 １つ、残念というか心配というか、ふだんは飲食店とか居酒屋さんとかをされておられて、

今回、新型コロナで休業要請がかかって、休業してお店にお客さんが来んさらんもんですか

ら、その代わりに宅配すっかな──宅配というか持ち帰りをしていただいているんだろうと

いうふうに思いますけれども、ああ、そいぎ、もう休業要請のやまってて、店もさっるっけ

んが、そいぎちょっと持ち帰りもやめていっちょこうかなて、ぜひ思わないでいただいて、

もちろん大変と思います。店舗でそういう営業もしながらの持ち帰りとかデリバリーという

のは大変と思いますけれども、そこにこそ、逆に言うと町も少しかかわることができるん

じゃないかなと。せっかく芽が出てきたのに、新型コロナが、言ってみれば過ぎ去ってしま

うと、またそれの芽がへっこんでしまうということではもったいないし、それは長期的に考

えても、やっぱり必要なことなんだろうと思っているもんですから、そこは今回の一つの
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チャンスとして、ぜひやらせてもらいたいなというふうに思います。 

 それと、その前の質問、マイクロバスの件ですけどね。先ほど、産業課長の答弁のことを

言いましたけれども、圧倒的にほかの答弁と違うのは、実際、かなり産業課、職員なりが実

際にやったことがあるわけですよ。実際に取り組んだこと、もしくは、今、実際に取り組ん

でいること。だから、それから派生をして、私もそこまでは知らなかったですけれども、い

ろいろ各種の支援策なんかを御説明をさせていただきました。これが、やはり私はあるべき

形なんだろうというふうに思います。 

 ところが、なかなかそうじゃなくて、これからのことしか言わない答弁が多いですね。早

急にとか、検討しますとか、これというのはどういう意味かというと、今まで基本、やって

いないということだと思うんですよ。それが、いみじくも先ほど御指摘いただいたとおりな

んだろうというふうに思います。 

 ですから、やっぱりそういうことを具体的にやっているということが成果にもつながるし、

自信にもつながるし、信頼にもつながるんだろうということを思うんですよね。 

 大体、こういった議会の質問が、今日質問が終わるでしょう。ここで終わりと思っている

んですよ、役所は。ちょっとあそこはうまく答えきらんやったのと。逆なんです。ここから

スタートなんです、そういう意味では。もし今まで何もやっていないことがあれば、ここか

ら、それをきっかけに実際やらんばいかんとです。ところが、質問が終わって、時間が終わ

れば、次、質問されることは少なくともその議会ではないもんですから、それでまた引き出

しにがらがらとなおしてしまうからおかしなことになるんです。 

 私は、やっぱりこう言っちゃなんですけど、質問をいただいて、ああ、しまった、こんな

質問いただいたと諦めてでも、質問をいただいたなら、やっぱりせんばならんことせんばな

らんと思うんですよね。そのきっかけだと思うんですよ。我々もなるべくそういう手抜かり

がないように、いろんなことをやっています。ところが、どうしても手前みそになりがちに

なもんですから、議員の皆さん方から一般質問をいただくことで、我々が自分たちでやって

いて気づかないことを指摘いただいているんだろうと思うんですよね。 

 ですから、それをきっかけにやはり何かをやらないと、いつの話をしているんだろうかと

思うんです。さっきの避難所もですね。雨季は今週来ますよ。今から早急にと。早急にとい

うのはすぐにですよ。それを２回も３回も言うというのは私はおかしいと思いますし、それ

は不誠実だと思いますし、検討せんばなんと。検討せんばならんならば、検討した結果は、
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おっしゃったとおり、次の質問を待たずにでも、きちんと説明に行かんばならんとです。だ

から、これがスタートなんです。 

 ところが、どうしても質問としか受けとめないもんだから、その場をしのげばいいという

ふうに思ってしまっているところが、我々役所のやはり至らんところなんだということを今

回も強く反省をしております。 

 そういう中で、産業課長の答弁は実際に本当に大変なんですよ。ふるさと便から、休業支

援金から、プレミアム付商品券から、応援金からですね。何から、次から次に、また町長の

思いついたと多分思っていると思いますけれども、しかし、それをやはり一つ一つ、半ば諦

めてでもやることが実際の成果であったり自信につながるんですよね。 

 今回、本当にふるさと便はたくさんの方からお礼の手紙やメールや電話をいただいていま

す。多分、そういうことが恐らく課長の自信にもつながったんじゃないかなというふうに思

いますし、そこを我々も気をつけんばいかんし、ぜひ議員もさっき同じこと何回か言わんぎ

んた、次、聞かれんということじゃなくて、やはりそこはぜひ我々も身を正すためにも、

やっぱり徹底的に言っていただいたほうがいいなと思います。 

 その上で、マイクロバスについて言うと、私はちょっとやっぱりお使いいただくのは難し

いかなというふうにも思います。 

 何でかというと、本来なら、そうやって不特定多数というか、そりゃもちろん自分たちの

お子さんかもしれませんけれども、やっぱりそういう大人数の人たちをどこかに連れていく

というのは、本来はプロがやることなんですよね。旅客運送業という本当に大変な、難しい

んですよ、これ、認可を取るのは。そういうプロに任せられているというのは、やっぱり人

の命を預かっているからなんですよね。車だけ貸せばいいということですけど、レンタカー

だってそうです。もし貸したレンタカーで瑕疵があって、事故でもあったときには管理責任

を問われるわけですね。だからこそ、そこのリスクを取りながらプロとして商売になってい

るというふうに思うんですよ。 

 ですから、せっかくこがんやって町にマイクロバスのあるけんよかやっこて。そりゃ、う

ちは、我が家の者は乗せますけど、なかなかやっぱり人ば乗せるのには勇気が要るんですよ

ね。 

 だから、先ほど少し説明があっていたようですけれども、そういう中で、今、御指摘のと

おり、こんぐらいならちょっと使わせてくれんこうみたいなことの積み重ねが今の状況なん
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ですよ。 

 例えば、みやき町とか太良町なんかは貸しているというのも、多分、そういう経緯があっ

て、１回そうやってお貸しすると、そんならうちも、そいぎ、なしここはだめやろうかみた

いなことで、なかなか収拾が多分ついていないんじゃないかなというふうに思います。 

 本当に申しわけないんですけれども、今、私どもの町が持っているバスを、そうやって

我々が安全・安心とか、整備とかいうことも含めて、きちんと保証ができるようになってい

ないもんですから、私は今の時点でお貸しはできないというふうに思っています。 

 よその町、言われたことあるんですよ。みやき町なんか、いつもバス乗ってきてて、たし

かみやき町はそうだったんですよね。 

 ただ、先ほどあったかもしれませんけれども、じゃ、どこでもそうしているかというと、

そうじゃなくて、これまでの経過の中で、そういう形で使ってもらうようなことがだんだん

広がってきたというふうに思うんですけれども、私はどちらかというと、逆にそこを少し厳

格化せんばいかんとやなかかなというふうに思います。 

 本当に町がきちんと保証ができるような整備であるとか、もちろん整備はプロに頼みます

けどね、自分の車を自分が運転するのとはちょっと違うわけですよ。人に乗ってもらって、

それでたくさんの人に乗ってもらうような整備ということになれば、当然、それだけレベル

が高くなりますし、技術的にも大変そこは高度な技術が要求されるわけです。 

 ですから、ドライバーつきでも、または車だけも今の時点で私ども町としてきちんと責任

を持ってお貸しをできる状況にはないということは、大変申しわけないんですけれども、御

理解をいただきたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○西原好文議長 

 石津君。 

○石津圭太議員 

 ありがとうございました。大変納得しましたけれども、１番目のマイクロバスに関しては、

また担当課のほうにも足を運ばせていただいて、本当に安全に貸せる方法であったり、そう

いうのをいろいろ考えて、提案して話しに行きたいと思います。よろしくお願いします。 

 では、これで質問を終わらせていただきます。 

○西原好文議長 
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 １番石津圭太君の質問をこれで終わります。 

 以上で本日の日程、一般質問は終了したいと思います。これに御異議ありませんか。 

    （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○西原好文議長 

 異議なしと認めます。よって、本日の一般質問はこれにて終了いたします。 

 本日はこれにて散会いたします。御起立をお願いいたします。お疲れさまでした。 

午後３時15分 散会 


